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基 機械設備工事特記仕様書(1)
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　 9．地業工事　

２１　施工箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　11．コンクリート工事　

　 1．保温　 2-3.1.4

2-3.1.5

・ 鋼板製タンクの保温（ ・ 要  ・ 不要 ）  ・ 屋内  ・ 屋外  ・ 名称（　　　　　）

・ 壁内の給湯管保温は( ※ グラスウール  ・ 高発泡ポリエチレン )とする。

・ 壁内の給水管保温は( ※ グラスウール  ・ 高発泡ポリエチレン )とする。

・ 建物内の空気抜き管の保温は標仕第２編３．１．５の給湯管の項による。

・ ヒートポンプエアコンのドレン管の保温は標仕第２編３．１．５の排水及び通気管の項による。

・ 受水槽ポンプ室内の給水管の保温主材はポリスチレンフォームとする。

・ ピット内の給湯管保温は硬質ウレタンフォームとする。

・ 給食室内の給水管及び給湯管の露出保温は硬質ウレタンフォームとする。

・ 屋内土間配管の給水及び給湯管の保温は防食テープ＋高発泡ポリエチレンとする。

2-3.1.5

2-3.1.5

2-3.1.5

2-3.1.5

1-1.1.4　 1．工事実績情報の登録

1-1.3.2　 2．電気保安技術者　

1-1.1.3

　　　届出手続等　

　 3．官公署その他への

1-1.4.6　 4．機材の検査及び試験　

　 5．工事写真等　

　 6．提出図書　

章 項　　目 特　　　記　　　事　　　項 根拠貢

凡例

  （３）根拠項目の「ａ－ｂ．ｃ．ｄ」は標仕の第ａ編ｂ章ｃ節ｄ項を表す。
２．　工事場所

　（１）項目は番号に○印のついたものを適用する。特記事項も同様に○印のついたものを適用する。

１．　工事名称

２．標仕及び改修標仕に用いられている用語を次のとおり読み替える。

　　（１）　「契約書」を「工事請負約款（以下「約款」）」に読み替える。

　　（２）　「監督職員」を「監督員」に読み替える。

　　（１）第１編　第１章　１．１．２　用語の定義の　　（ア）及び（テ）

　　（２）　　　〃　　　　１．４．２　機材の品質等の　（１）及び（３）

　　（３）　　　〃　　　　１．４．５　機材の検査等の　（１）

４．標仕の次の項目の規定は適用しない。

　　（２）　　　〃　　　　１．６．２　技術検査

　　（１）第１編　第１章　１．１．２　用語の定義の　　（ト）

　ポリスチレンフォーム

１．保温筒　

２．粘着テーフ゜

３．ポリエチレンフィルム

４．ステンレス鋼板　

１５Ａ　　～　　２５Ａ　　　　５０　ｍｍ

３２Ａ　　～　２００Ａ　　　　４０　ｍｍ

・ 排水管　 

　ロックウール

１．保温筒　

２．鉄線

３．ポリエチレンフィルム

４．ステンレス鋼板　

１５Ａ　　～　　２５Ａ　　　　５０　ｍｍ

３２Ａ　　～　２００Ａ　　　　４０　ｍｍ
 ・ 消火管  ・ 温水管

 ・ 排水管  ・ 冷水管

 ・ 給水管  ・ 冷温水管

材料及び施工順序

材料及び施工順序

保温厚さ（　ｍｍ　）

保温厚さ（　ｍｍ　）

施工範囲

施工範囲

※ 給水管　 

※ 消火管　 

 ※ 給湯管  ・ 膨張管

屋外露出配管の保温仕様

３．　建物概要

 Ⅰ　工事概要

４．　工事概要

による。

　　「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　　　　　　　公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）　　令和４年版」（以下「改修標仕」）

　　「国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修　公共建築設備工事標準図　　（機械設備工事編）　　令和４年版」（以下「標準図」　）

　　「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　　　　　　　公共建築工事標準仕様書　　（機械設備工事編）　　令和４年版」（以下「標仕」　　）

 Ⅱ　共通仕様

第１編　一般共通事項

第１章　一般事項

＜別　表＞

置　き　換　え　後　の　共　通　仕　様　の　規　定項　　　目号

１．１．２

用語の定義

（１）

１．４．２

機材の品質等

（２）

　　　することを示す認証機関のマークのある機材を使用する場合及びあらかじめ監督員の承諾を受けた場合

　　　製品とする。

　　　又，「建築材料・設備機材等品質性能評価事業　設備機材等評価名簿（一般社団法人　公共建築協会編集）」

　　  又は製造所の製品（特記で標仕及び改修標仕の規定に基づく品質及び性能以外を規定した場合を除く。）

１．４．５

機材の検査等

（３）

　　　に適合することを示す認証機関のマークを確認できる場合。

　　　を証明するマーク等を確認できる場合。

建　　物　　名　　称 延べ面積（㎡） 消防令別表第一 備　　　考階　　数構　　造

　③　部分引渡しの指定部分に係る工事の完成（約款第４０条）

　①　工事の完成（約款第３３条第２項）

　②　部分払の請求に係る出来形部分または部分払指定工事材料等（約款第３９条第３項）

　④　契約の解除時における出来形部分（約款第５２条第１項）

1-1.7.1
1-1.7.2

1-1.7.3

機器等の取扱方法及び重要な定期点検項目を書いたアクリル樹脂製の案内板を機械室内に設ける。

（大きさの目安は８００ｍｍ×５００ｍｍ）

　 7．案内板　

　8．施工図等の取扱い　

　施工図（ＣＡＤデータ）　　　　　　　　　１部

　保全に関する資料　　　　　　　　　　　　１部　　　　機器性能試験成績書　　　　　　　１部

 Ⅲ　特記仕様

機器は標仕第２編１．２．１項を適用する。

　 2．監督員事務所等　

・ 本工事で定置する。

※ 設けない。

・ 設ける。（仮設事務所の中に監督員用スペースを　　㎡程度確保する。）

2-4.1.1

　 3．監督員用備品等 監督員用備品として下記のものを工事期間中に常備する。 2-4.1.1

・ 保護帽子　　ヶ

　 4．工事名称表示板　 ※ 設ける。　　　　　　　　　　　　・ 設けない。

　 5．工事用水　

　 7．仮設建物等　

　 6．工事用電力　

※ 構内指示の場所に敷均し  ・ 構内指示の場所に堆積  ・ 構外搬出適切処理 2-4.2.1

2-4.3.1

2-4.4.1

2-4.4.1

　 8．残土処理　

　10．鉄筋工事

・ 丸鋼　　（ ※ Ａ種  ・ Ｂ種 ）

細骨材　　　※ 洗砂

１８　施工箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

２４　施工箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

２７　施工箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

強度試験　　　※ 省略する  ・ 実施する（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

2-1.2.1　12．電動機　

粗骨材　　　※ 砂利  ・ 砕石  ・ 砂利と砕石の混合

※ 異形鉄筋（ ※ Ａ種  ・ Ｂ種 ）（ ※ ＳＤ２９５Ａ  ・ ＳＤ３４５ ）

砂利地業　　　砂利種別（ ※ 再生クラッシャラン  ・ 切込砂利  ・ 切込砕石 ）　　　

　 1．足場・作業構台等 2-4.1.1

普通コンクリート　　※ レディーミクストコンクリート（ ※ Ⅰ類  ・ Ⅱ類 ）

構内既存の施設 ※ 利用できる。( ※ 有償    ・ 無償 ）  ・ 利用できない。

設計基準強度（Ｎ／ｍｍ2）　　　　　スランプ１５ｃｍ又は１８ｃｍ

・ 雨具　　　　着　　　・ 長靴　　　　足　　　・ 墜落制止用器具　　　　組

　13．容量等の表示

（３）参考図の寸法は概略寸法とする。

　15．電線類　

　14．電源周波数　 ※ ５０Ｈｚ　　　　

　16．はつり

4-1.5.1

各機器の仕様は（ ・ 国土交通省  ・ メーカー標準  ・ 　　　　　　 ）とする。

　17．別途工事との取合い　

　18．機器の仕様　

・ 水量調整  ・ 風量調整  ・ 室内外空気の温湿度測定　19．運転調整

重要機器

重要水槽

（１）設計用水平地震力

　　　機器の重量（Ｎ）に設計用標準水平震度を乗じたものとする。

　 6．耐震措置　

　　　重要機器，重要水槽とは下記に示すものをいう。

建築研究所監修)」による。

3-2.1.1

5-2.2.1

　 1．配管工事　 （１）標仕による。 2-2.1.1

　　（非破壊検査）

　 2．管の埋設　

　 4．絶縁継手

　 5．埋め戻し土・盛土

　　（土間配管）

　 3．埋設管の表示

　　　高圧蒸気管　　　　　　　　　　　　　　・ 適用しない　※ 適用する（ ・ ＲＴ  ・ ＰＴ  ・ ＭＴ ）

　　　高温水管　　　　　　　　　　　　　　　・ 適用しない　※ 適用する（ ・ ＲＴ  ・ ＰＴ  ・ ＭＴ ）

2-2.7.2

・ 地中埋設標　　　（ ・ 要 （ ・ 図示の箇所 　　） ・ 不要 ） 2-2.7.1

2-4.2.1

　鋼管 （ ※ ３００ｍｍ  ・ ６００ｍｍ ）　　樹脂管 （ ・ ３００ｍｍ  ※ ６００ｍｍ ）

2-2.4.1

・ 埋設表示テープ　（ ※ 要 （ ※ 屋外埋設給水管 ） ・ 不要 ）

※ 設置する。　　　（異種管接続部及び図示の箇所）

　　　土間配管は床配筋より吊金物で支持する。（機械設備工事共通図参照）

※ 機械設備工事共通図による。　　　　　　　 ・すべて山砂の類で行う。

　　（建物導入部） （２）建物導入部配管　　※ 標準図（ ・ ａ  ・ ｂ  ※ ｃ ）　　・ 図示による

（３）溶接部の非破壊検査（適用と検査の種類は下記による。）

（４）土間配管の吊金物

＜表　－　１＞設計用標準水平震度

地　下　階　・　１　階

中　　間　　階

上層階・屋上及び塔屋

設　置　場　所

耐　　　震　　　安　　　全　　　性　　　の　　　分　　　類

重要機器・水槽

２．０

（２．０）

＜２．０＞

１．５

（１．５）

＜１．５＞

１．０

（１．０）

＜１．５＞

一般機器・水槽 重要機器・水槽 一般機器・水槽

１．５ １．５

（２．０）

＜１．５＞

１．０

（１．５）

＜１．０＞

０．６

（１．０）

＜１．０＞

（２．０）

＜１．５＞

１．０

（１．５）

＜１．０＞

０．６

（１．０）

＜１．０＞

１．０

（１．５）

＜１．０＞

０．６

（１．０）

＜０．６＞

０．４

（０．６）

＜０．６＞

・ 一般の施設（乙類）・ 特定施設（ ・ 甲類  ・ 乙類 ）

（注）　　　１．（　　）内の数値は防振支持の機器の場合に適用する。

　　　　　　２．＜　　＞内の数値は水槽類に適用する。

追加する接点及び端子は機器表による。

2-1.2.2

2-1.2.2標仕第２編１．２．２．２項を適用する。

　 7．制御及び操作盤　

　 8．インバーター用制御　

　　　及び操作盤

　 9. 防振基礎 下記の機器は防振基礎とする。 3-2.1.1

2-2.5.15

2-1.3.3

※ 関連工事の関係者が定置したものは無償で使用できる。

2-2.4.1

・ 屋内給排水弁の保温主材は

・ 室内気流及び塵埃の測定  ・ 騒音の測定  ・ 初期運転状態の記録　・ 水質検査

・ ゴム　・ スプリング（　効率　※８０％以上　・　　　　％以上　））

・ おく　　　　　　　　　　　　　　　　・ おかない

　竣工写真　　　　　　　　　　　　　　　１部　　　　工事施工状況写真　　　　　　　　１部

屋内部分　　　※ 塗装  ・ 溶融亜鉛めっき（２種３５）　　　

地中埋設鋼管類の防食措置は標仕第２編２．７．３による。

下記の部分の防食材はプラスチックテープ１／２重ね１回巻とする。

以下に示す箇所の支持金物はステンレス製とする。

（ ※ 屋外  ※ 多湿部  ※ ピット内  ※ 土間配管支持部  ・ その他（　　　　　　　））

2-4.6.2

2-2.7.3

屋外部分　　　※ 溶融亜鉛めっき（ ※ ２種３５  ・ ２種５０ ）  ・ ステンレス製

・ ペトロラタム系  ※ ブチルゴム系

　 4．鋼材工事の防錆　

　 5．地中配管等の　

　　　防食材

　 6．支持金物

※ コンクリート内及び貫通部  ※ 鋼管支持部（機械設備工事共通図参照）

2-3.2.1下記の配管は塗装を行う。

　　　・ 機械室  ・ ポンプ室  ・ 屋外露出（ ・ドレン管 ・排水管 ）

　 3．塗装

　 2．消音 標仕第２編表２．３．２による。 2-3.1.4

消　温　種　別

Ｌ，（イ）or（ロ），Ⅷ

Ｌ，（イ）or（ロ），Ⅷ

Ｌ，（イ）or（ロ），Ⅷ

Ｍ，（イ）or（ロ），Ⅸ

吹出口ボックス

レタンチャンバー

消音チャンバー・消音エルボ

サプライチャンバー

区　　　　　　　　分 適　　　用

※ する  ・ しない

※ する  ・ しない

※ する  ・ しない

・ する  ※ しない

Ｌ，（イ）or（ロ），Ⅷ吸込口ボックス ・ する  ※ しない

・ 共同溝の保温（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　 ( ・ ポリスチレンフォーム  ※ グラスウール  ・ ロックウール )とする。（６５Ａ以上）

・ 冷媒管保温化粧ケースの材質、使用箇所は下記による。

　　「新潟市ホームページ掲載　機械設備工事共通図」（以下「機械設備工事共通図」）

　官公署その他の届出書類　　　　　　　　　１部 原寸図製本　　　　　　　　　　　　部

別紙特記仕様書による。

（テ）「工事検査」とは、約款に規定する次の各事項の確認をするために発注者又は検査職員が行う検査をいい、

（ア）「監督員」とは、約款第１０条の規定により受注者に通知された者をいう。

       工事の施工体制、施工状況、出来形、品質及び出来ばえの検査を含む。

３．次の各号に該当する項目について、標仕の規定を別表に置き換えて適用する。

１．本共通仕様及び特記仕様に記載なき事項は、次による。新築、増築及び改修に係る機械設備工事においては、

（１）使用する機材は、設計図書に定める品質及び性能を有する新品とする。

　　　（契約時の最新版）の名簿に記載されている品目については、当該名簿に記載されている材料又は製造所の

　　　ただし、仮設に使用する機材は新品に限らない。

（３）使用する機材が、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明となる資料を監督員に提出する。

　　　ただし、設計図書によりＪＩＳ、ＪＡＳ又は「給水装置の構造及び材質の基準に関する省令」によると指定

　　　された機材で、ＪＩＳマーク、ＪＡＳマーク又は「給水装置の構造及び材質の基準に関する省令」に適合

　　　（次の（ア）から（イ）のいずれかに該当する場合は、あらかじめ監督員の承諾を受けたとみなすことが

　　　できる。）は、資料の提出を省略することができる。

（ア）建築基準法その他に基づく認定品で、マーク等の確認ができる機材

（イ）建築材料・設備機材等品質性能評価事業　設備機材等評価名簿に記載されている機材

（１）工事現場に搬入した機材は、種別ごとに監督員の検査を受ける。ただし、あらかじめ監督員の承諾を受けた

　　　場合、若しくは次の（ア）または（イ）に該当する場合は、この限りでない。

（ア）しゅん工検査時または工事写真でＪＩＳ、ＪＡＳ及び「給水装置の構造及び材質の基準に関する省令」

（イ）建築基準法その他に基づく認定品と指定された材料で、しゅん工検査時または工事写真で品質、性能

  （２）○印のない場合は、※印のあるものを適用する。　　○印と ※ 印のある場合はともに適用する。

遅滞なく行う。なお、届出内容については、あらかじめ監督員に報告する。

検査及び試験を行うべき機材は、標仕による。

工事完了後に整理の上、監督員に提出する。

工事関係書類提出リストによる。なお、部数は下記によるほか、監督員の指示による。

当該工事で作成される施工図等の著作権について、受注者は全ての著作権を発注者に譲渡するものとする。

また、受注者は著作者人格権を行使しないものとする。

　　　油管、低圧蒸気管、冷却水管、冷温水管　※ 適用しない  ・ 適用する（ ・ ＲＴ  ・ ＰＴ  ・ ＭＴ ）

管の地中埋設深さは、原則として下記による。ただし、排水管は除く。

設備機器の固定は下記に示す事項を除き、すべて「建築設備耐震設計・施工指針２０１４年版（独立行政法人

　　　　　　３．上層階とは，２～６階建の建物においては最上階、７～９階建の建物においては上層２階、

　　　　　　　　１０～１２階建の建物においては上層３階、１３階建以上の建物においては上層４階のことをいう。

標仕第２編１．２．２．１項を適用し、表２．１．６、表２．１．７、表２．１．８による。　

構内既存の施設 ※ 利用できる。( ※ 有償    ・ 無償 ）  ・ 利用できない。

現場事務所、倉庫、下小屋等の仮設建物の位置は、あらかじめ監督員の承諾を受け、すべて受注者の負担とする。

（１）機器類の能力、容量は表示された数値以上とする。

（２）電動機出力、燃料消費量、圧力損失は原則として表示された数値以下とする。

電線及びケーブルの規格は、標仕第４編１．５．１表４．１．１１による。

既存コンクリート床、壁等の配管貫通の穴あけは原則としてダイアモンドカッターによる。

スリーブ、箱入れなどの別途工事との取合いは、別紙「工事区分表」によるものとし、

施工に支障をきたさない時期までに必要な大きさ、位置などを関係者と調整する。

標仕第２編３．１．４項、３．１．５項によるほか下記による。

工事の着手、施工及び完成に当たり、関係法令等に基づく官公署その他の関係機関への必要な届出手続等を

下記のダクトは標仕第２編表２．３．２により保温を行う。

ダクト

外気 (OA)

給気 (SA)

還気 (RA)

排気 (EA)

保　温　の　適　用 厚　　　さ 範　　　囲

※ 要  ・ 不要 ※ 全て

※ 全て

※ 全て

※ 外壁から１ｍ

※ 要  ・ 不要

※ 要  ・ 不要

・ 要  ※ 不要

2-3.1.4

2-3.1.4

　 室外機接続部（ ・ 樹脂製　・ SUS鋼板製　・ 高耐食鋼板製　）

　 屋外露出部　（ ・ 樹脂製　・ SUS鋼板製　・ 高耐食鋼板製　）

　 屋内露出部　（ ・ 樹脂製　・ SUS鋼板製　・ 高耐食鋼板製　）

工事種目

ガス設備

消火設備

給湯設備

排水設備

給水設備

衛生器具設備

自動制御設備

排煙設備

換気設備

空気調和設備

（１）工事種目（●印のものが該当）

給油設備

排水方式

給水方式

方式及び種別

（２）設備概要（施設に当てはまるものに○印）　※改修の場合は改修後の概要を示す

直結給水方式　（　・ 直圧方式　　　　・ 増圧方式　　）　　

受水槽方式　　（　・ ポンプ直送方式　・ 高置水槽方式　・ 高置受水槽方式　）

下水道区域　　（　・ 合流地域　　・ 分流地域　　・ 下水道共用区域外　）

汚水と雑排水　（　・ 建物内合流　・ 建物内分流　・ 併用　）

放流先　汚水　（　・ 下水道　　　・ 浄化槽　）

　　　　雑排水（　・ 下水道　　　・ 浄化槽　　　・ 道路側溝　）

設　　　備　　　概　　　要

厨房機器設備

・ ＦＦ式温風暖房機（　・ ガス式　・ 石油式　）

・ 床暖房　　　　　（　・ 温水式　・ 電気式　）

・ 吸収式冷温水機　　・ 冷却塔　　・ コージェネレーション装置

・ ボイラー　　・ 温水発生器　　・ 冷凍機　　・ 氷蓄熱装置空調方式

(主要熱源機器等)

・ チリングユニット（ ・ 水冷式　・ 空冷式　）　

・ ガスヒートポンプエアコン（ＧＨＰ）

・ 空冷ヒートポンプエアコン（ＥＨＰ）

ガス種別 ・ 都市ガス　・ 液化石油ガス

ガスメーター　（　・ 貸与品　・ 買取　）

消火設備の種類 ・ 屋内消火栓　・ 連結送水管　・ 屋外消火栓　・ スプリンクラー設備

その他

撤去工事

浄化槽設備

付帯電気設備

付帯建築工事 ・ 連結散水設備　・ その他（　　　　）

１

一
般
事
項

２

共
通
工
事（

配
管
工
事
等）

３

共
通
工
事（

関
連
工
事
等）

４

保
温
・
塗
装
及
び
防
錆
工
事
　

機械設備工事特記仕様書

 機器（　　　　　　　　　　　　　　　）

　完成図（ＣＡＤデータ）※撤去図を含む　　１部　　　　Ａ３縮小製本　　　　　　　　　　１部

ＲＣ造

○

○

○

○

○

２階建 （１５）項1,199.85

●

○

斎場

新潟市西蒲区和納　地内

GHP-1,GHP-2

防振材の種類及び振動絶縁効率

●

●

●

●

●

●

●

浄化槽スラブ・ベース・補強柱

新潟市建築部公共建築課 巻斎場建設機械設備工事

巻斎場建設機械設備工事
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○

○
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機械設備工事特記仕様書(2)
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基株 式 会 社

一級建築士事務所
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管理建築士　一級建築士登録第145251号　櫻井 祥夫

2023年1月改訂

　 1. 機器等の耐震処置

用　途 ・ 種　別 ・ 施　工　部　位

名　　　　　称 番　　号 備　　考

規　　　　　格
給 　水 排 　水 消 　火給

　
　
 湯

通
　
　
 気

水　 系一
 
般

地
 
中
 
埋
 
設

屋
 
内

屋
 
外

一
 
般

地
 
中
 
埋
 
設

一
 
般

埋
 
設

【給水及び給湯配管】

水道用硬質塩化
ビニルライニング鋼管

JWWA K 116 SGP-VB ○

水道用硬質塩化
ビニルライニング鋼管

JWWA K 116 SGP-VD

水道用耐熱性硬質塩化
ビニルライニング鋼管

JWWA K 140 SGP-HVA ○

水道用ポリエチレン
粉体ライニング鋼管

JWWA K 132 SGP-PB ○

水道用ポリエチレン
粉体ライニング鋼管

JWWA K 132 SGP-PD ○

一般配管用
ステンレス鋼鋼管

JIS G 3448 ○

○水道用
硬質ポリ塩化ビニル管

JIS K 6742 VP又はHIVP

水道用
ポリエチレン二層管

JIS K 6762

水道配水用
ポリエチレン管

HPPE

JWWA K 144

PTC K 03

PWA 001

○

冷
　
　
 媒

冷
　
温
　
水

冷
 
却
 
水 備　　考（接合工法等）

□ねじ　□フランジ

□ねじ　□フランジ

□ねじ　□フランジ

□ねじ　□フランジ

□ねじ　□フランジ

□フランジ　　　□差込式

□ゴム輪（ＲＲ）

□接着

蒸 　気

給
　
気

還

　＜　使　用　配　管　材　料　一　覧　表　＞

ガ ス・油

JIS K 6769架橋ポリエチレン管 ○ ○

○
水道用
架橋ポリエチレン管

JIS K 6787

ポリブテン管 JIS K 6778

□メカニカル　□電気融着

□メカニカル　□電気融着

□メカニカル　□電気融着

【ガス及び油配管】

□ねじ　□溶接黒管

配管用炭素鋼鋼管 JIS G 3452 白管

水道用硬質塩化
ビニルライニング鋼管

JWWA K 116 SGP-VA

JWWA K 132
水道用ポリエチレン
粉体ライニング鋼管

SGP-PA

JIS G 3448
一般配管用
ステンレス鋼鋼管

□ねじ

□ハウジング　□溶接

□ハウジング　□溶接

□ねじ

□ハウジング　□フランジ

□ねじ

□ハウジング　□フランジ

○ ○

○

○

○○

黒管Sch80

STPG　370
黒管Sch40 ○○

○

□ねじ　□溶接

□ねじ　□溶接

JIS G 3454圧力配管用炭素鋼鋼管

黒管JIS G 3452配管用炭素鋼鋼管

【冷媒配管】

JCDA 0009断熱材被覆銅管

【冷温水及び冷却水配管】

ステンレス鋼鋼管
一般配管用 ○ □溶接JIS G 3448

□溶接

□電気融着

□ねじ

□ねじ

ガス用ポリエチレン管 PEJIS K 6774

○PLPJIS G 3469ポリエチレン被覆鋼管 ○

PLSJIS G 3469ポリエチレン被覆鋼管 ○

白管JIS G 3452配管用炭素鋼鋼管

日本消防設備安全センター認定品

□電気融着（ＥＦ）

□ハウジング　□溶接

□ハウジング　□溶接

□ねじ

□ねじ

HPPE
ポリエチレン管
消火用 ○

SGP-VSWSP 041
ビニル外面被覆鋼管
消火用硬質塩化

白管Sch40
STPG　370

JIS G 3454圧力配管用炭素鋼鋼管

白管JIS G 3452配管用炭素鋼鋼管

【消火配管】

硬質ポリ塩化ビニル管

二層管
排水・通気用耐火

□接着　※図示ＨＴ部○HTVPJIS K 6776
耐熱性 ○

φ65以上
VUJIS K 6741硬質ポリ塩化ビニル管

VPJIS K 6741硬質ポリ塩化ビニル管

硬質ポリ塩化ビニル管

【排水及び通気配管】

□ねじ　□ＭＤ○○白管JIS G 3452配管用炭素鋼鋼管

・  ２０Ａ～４０Ａ用　個   ・ ５０Ａ～１００Ａ用　個   ・ １２５Ａ～２５０Ａ用　個

※
ダクト及び外気取入ダクト(ﾊﾟｯｹｰｼﾞ系を含む)

空気調和機

※※各往及び各還配管冷温水ヘッダー

※※

冷温水配管   （出口又は入口側）

冷温水配管   （出入口側）
空気調和機

※

※※

温水配管     （入口側）

温水配管     （出入口側）
温水発生機

※

※※

※

※※

冷温水配管及び冷却水配管  （出口側）

冷温水配管及び冷却水配管  （出入口側）

冷水配管及び冷却水配管    （出口側）

冷水配管及び冷却水配管    （出入口側）
冷凍機

吸収冷温水器

瞬
間
流
量
計

バイメタル式温度計とし、目盛板外径は１００ｍｍとする。（ボイラー、貯湯タンクを除く。）

サプライチャンバー、レタンチャンバー、

圧力計は標仕第２編２．３．１による。（目盛板外径は１００ｍｍ、コック・赤針付とする）

瞬間流量計はピトー管方式によるもので止水コック付とする。なお、着脱型の指示部は下記を標準とする。 　●印及び■印を適用する。

（※1）PTC K 03、PWA 001及びPWA 005を使用する場合、材質はPE100とする。

 ※ 固定型　　 ・ 着脱型

 ※ 固定型　　 ・ 着脱型

 ※ 固定型　　 ・ 着脱型

機械設備工事共通図（その３）による。

６０ＳＵＳ以上　　※ ステンレス鋼バタフライ弁　　（ウエハ－）　１０Ｋ

５０ＳＵＳ以下　　※ 青銅仕切弁 　　　　　　　　　　　　　　　 １０Ｋ

　　　使用時の弁類仕様 　　　　　　　　　※ 青銅ボ－ル弁　　　　　　　　　　　 　　　 １０Ｋ

　 2．ステンレス鋼鋼管

　 3．フロン類の処理

　 4．既存配管 継続使用する下記の既存配管について、施工前に健全性を確認する。

・ 枠組足場 ※ くさび緊結式足場 ・ その他（　　　　　　　　　）

専用足場方式により行う。

　 6．外部足場

　 5．再使用品

※ 取外し前の機材の状態及び性能・機能　　※ 取外し後の機材の分解・整備等による特別な清掃

改修標仕

1-1.4.3

取外しを行い再使用する機材の下記の確認は、監督員と協議する。

　　　による運転

　 7．ドレンポンプ試験

　 8．集中コントローラー

　 9．鉄筋探査

　10．ガス設備工事

　　　　　　　　　※ 青銅逆止弁（スイング）　　　　　　 　　　 １０Ｋ

　　　　　　　　　※ Ｙ形ストレ－ナ　　　　　　　　　　　　　　１０Ｋ

　　　　　　　　　※ ステンレス鋼逆止弁　　　　　（スイング）　１０Ｋ

　　　　　　　　　※ ステンレス鋼Ｙ形ストレ－ナ　　　　　　　　１０Ｋ

　・ 給水（ ○○系統 ）　　・ 消火　　　・ ガス　　　・ 油　　　　・ その他(　　　)　

　12．排煙風量測定 建築設備定期検査業務基準書（一般社団法人　日本建築設備・昇降機センター）に準ずる。

別紙施工条件総括表による。　13．その他

5-1.2.3 (1)制御方式　　　インバーター制御（ ※ 末端圧力推定制御  ・ 吐出し圧力一定制御 ）　

 (2)運転方式　　　並列交互運転（ ２４時間強制ローテーション機能 ・ あり  ・ なし ）　　

5-1.2.4

　 　 ポンプユニット

 (1)運転方式　　 （ ポンプ２台：自動交互運転，３台以上：自動交互・並列運転 ）　　

 (2)逆流防止装置 （ ※ 吸込側　・ 吐出側 ）　　

5-1.4.1

・ ＦＲＰ製（ ・ パネル形 ・ 一体形 ）（ ※ 複合板（天井部 ※複合板 ・ 単板 ） ・ 単板 ）

・ 鋼板製一体形　　保温（ ※ あり  ・ なし ）

・ ステンレス鋼板製パネル（ ・ ボルト組立形 ※ 溶接組立形 ）保温（ ※ あり ・ なし ）

 　形状及び寸法（ ・ 標準図による ・ 図示による ）

 　形状及び寸法（ ・ 標準図による ・ 図示による ）

(1)受水タンク　　材質は下記による。

緊急遮断弁　　（ ※ 設ける（ ・ 電気式  ※ 機械式 ） ・ 設けない ）

非常時用水栓　（ ※ 設ける  ・ 設けない ）

5-1.8.2※ 機械設備工事共通図による。  ・ 水道事業者の仕様による。

※ 水道事業者の仕様による。　　　　　

2-2.2.1

2-2.2.8・ ベローズ形　　　　　　　　　・ 合成ゴム製

2-2.4.7

2-2.2.9・ ベローズ形（水用）　　　　  ・ 合成ゴム製（水用）

※ 水道事業者指定品 5-1.8.3

　　　ジョイント

　 4．ダクトの工法

　（ ※ 共板フランジ工法  ・ スライドオンフランジ工法 ）　

※ コーナーボルト工法　（長辺が１，５００ｍｍ以下）

※ アングルフランジ工法（長辺が１，５００ｍｍを超えるもの）

3-1.14.3

　 1．衛生器具等の排水管 　洗面器及び手洗器に直結する排水管寸法は器具トラップより１サイズアップとする。

　既製流し台などの床上露出部の配管は硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）とする。

2-2.4.8

2-2.9.4　 3．試験

　 2．満水試験継手

　 1．設計温湿度条件

区　　　分

夏　　期

冬　　期

外　　気

室　　　内

系統 系統系統
一　　般

乾球温度 相対湿度乾球温度 相対湿度 乾球温度 相対湿度 乾球温度 相対湿度

ー

ー

・ 流量調整弁  ・ 定流量弁 3-1.7.4

　    ユニット廻りの弁

　 2．ファンコイル

　 3．ダクト ※ 低圧ダクト  ・ 高圧１ダクト  ・ 高圧２ダクト 3-1.14.1

取付け箇所は下記による。

・ 図示の位置  ・ 外気取入れダクト  ・ 風機吐出ダクト又は吸込ダクト

・ 空気調和機サプライチャンバーの分岐ダクト

取付け個数は標仕第３編表３．２．６による。

3-2.2.5

3-1.14.6（１）内貼を施すチャンバーの表示寸法は外寸を示す。　 6．チャンバー

　 5．風量測定口

（３）外気に面するガラリに直接取付けるチャンバー等は雨水の滞留のないように施工する。

      ・モ－タ－ダンパ－

　 7．風量調節ダンパー

　 8．弁

　 9．伸縮管継手　

　10．防振継手　

2-2.2.9

2-2.2.8

2-2.2.7

2-2.2.1

下記の使用区分のダンパーは耐塩害仕様とする。

使用区分（ ※ ＯＡダクト  ・ ＥＡダクト  ・ ＳＡダクト  ・ ＲＡダクト ）

耐塩害仕様（軸：ステンレス棒鋼　軸受：テフロンベアリング）

・ ベローズ形（ ・ 水用  ・ 油用 ）  ・ 合成ゴム製（水用）

・ ベローズ形  　　　　　　　　　　　・ 合成ゴム製

※ ベローズ形（鋼管用）　　　　　　  ・ スリーブ形（鋼管用）

ＪＩＳ又はＪＶ（ ※ ０．９８ＭＰａ   ・ ０．４９ＭＰａ（図示部分） ）

　11．フレキシブル

　　　ジョイント

下表による。　12．計器類

温
 度
 計

圧
 力
 計

計     器

備　　考部　　　　位機　器　名

　 1．給水ポンプユニット

　 2．水道用直結加圧形

　 3．タンク　

　 4．量水器・量水器桝

　 5．弁　

　 6．防振継手

　 7．フレキシブル

　 8 ．弁きょう

　 9．弁　　桝

水道事業者の規定による他、標仕第２編表２．２．１０による。

ＦＲＰ製タンクの各接続管には、合成ゴム製のフレキシブルジョイントを使用する。

（２）空気調和機に取付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及び風道系で消音内貼

      したチャンバーには点検口を設ける。点検口の大きさは図示による。

撤去機器の冷媒にフロン類が使用されている場合は、家電リサイクル法（特定家庭用機器再商品化法）及び

フロン排出抑制法（フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律）に基づき、適正に処理する。

足場は、「手すり先行工法に関するガイドラインについて」(厚生労働省労働基準局長 基発第0424001号

 平成21年4月24日）の「手すり先行工法等に関するガイドライン」により、「働きやすい安心感のある足場に

関する基準」に適合する手すり、中桟及び幅木の機能を有する足場とし、足場の組立て、解体又は変更の作業

は、「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」２の(２)手すり据置き方式又は(３)手すり先行

ドレンポンプを有する機器については、ドレンポンプの動作試験およびドレン配管の通水試験を行う。

試験内容については、施工計画書に明示する。

（ドレンポンプには、ドレンアップメカも含む。）

既存を含む全数について、集中コントローラーによる機器の運転状態を確認し、記録する。

電磁波レーダー法とし、探査結果を提出する。

都市ガス設備工事は、ガス事業者が承諾した承諾工事人に施工させることができる。

・ 満水試験  ※ 通水試験  ・ 煙試験　　　　　　

・ 図示の箇所に取付ける。 ・ ３階以上にわたる排水管には、各階ごとに取付ける。

5-1.8.4

2-2.2.16

給
水
設
備

５

６

排
水
設
備

７

空
気
調
和
設
備

８

追
加
特
記
事
項

結露防止層付

○（ガスのみ）

○（ガスのみ）

○（油のみ）配管用炭素鋼鋼管

【蒸気配管】

JIS G 3452

○

○

○ □接着

□ハウジング　　□溶接

□電気融着（ＥＦ）（※1）

□ねじ

76.8%

57.4%33.6℃

-1.2℃

○

○

○

ガス管：■保温厚20ｍｍ以上
液　管：■保温厚10ｍｍ以上

○

○○

○

26.0℃

22.0℃

ポリエチレン保温材（難燃性）●

● ■接着

●
■屋外ドレン管はカラーとする。

・ ＦＦ式温風暖房機  ・ ガスヒートポンプエアコン  ・ その他（　全熱交換型換気扇　　　　　　）

大気汚染防止法及び石綿障害予防規則に基づき、適切に対応すること。　11.アスベスト対応

●

● ●
■圧縮・プレス　■拡管式

●
■軟質管・メカニカル

■硬質管・メカニカル

●

●

■接着

■接着

新潟市建築部公共建築課 巻斎場建設機械設備工事
M-02



計

本体建物 計

本 体 建 物 車 寄 せ ガ バ ナ ー 室

ガバナー室車寄せ０

（平均地盤面より）

西側：市道　岩室1-364号線

南側：市道　巻1-367号線

新　築

無指定

無指定

無指定

200％

０

10.0

6.0

10.0

２

１

合　計

鉄筋コンクリート造

0.00 幹線動力・照明・コンセント・テレビ共聴・電話・放送・自動火災報知新潟市長　中原　八一

188.83

2.58

２

PH

188.83

2.58

0.00

4.83

4.83

0.00

4.83

4.830.00

260.31

5,795.28　

角地緩和

指定なし

80％

独立基礎

既存施設あり(建物,外構,駐車場,庭園,植栽)

火葬場　　(消防法上の用途区分：第15項）

既製コンクリート杭(プレボーリング根固め工法)

火葬炉(斎場建設工事内における別途工事)

既存建物解体・駐車場整備・園庭(斎場建設工事外)

新潟県新潟市中央区学校町通1番町602番地1

新潟県新潟市西蒲区和納5770番地

西側：市道　巻1-365号線

11.769

10.269 1,230.93

1,160.31 1,425.45

1,235.76

1,235.76

21.32 ％

1,039.52

1,230.93

1,044.35

1,235.76

24.59 ％

ガス配管（都市ガス引込）

設 計 概 要 書
住　　　所

建 築 主

敷 地 概 要

１． 主 要 用 途

階 　 　 数

建築物の高さ

地　下

１． 地 名 地 番

階

建 物 概 要

氏　　　名

２．

３． 最 高 の 高 さ Ｍ

最高の軒の高さ Ｍ

３．

面 　 　 積

道 　 　 路

２．
２

Ｍ

４． 敷 地 状 況

工 事 種 別

６．

７．

８．

９．

防 火 地 域

高 度 地 区

その他の指定

容積率限度

５． 用 途 地 域

建蔽率限度

４． 面 　 　 積

日 影 規 制

階

Ｍ

Ｍ

Ｍ

地　上
階

塔　屋

６． 付置義務駐車台数

７． そ の 他 （緑化面積等）

１．

２．

３．

４．

基 　 　 礎

そ の 他

構 造 概 要

構 造 種 別

床 面 積 表

階

５．

杭 地 業

設 備 概 要

別 途 工 事

（

（

（

（

㎡）

㎡）

㎡）

㎡）

建築面積（Ａ）

延べ面積（Ｂ）

容積率緩和面積

容積率対象面積（Ｃ）

工　　　　事　　　　項　　　　目工　　　　事　　　　項　　　　目

を必要とする施工者に適用する。

構造躯体の開口補強

構造躯体のスリーブ（人通口等）・箱入れ（消火器ボックス等）

構造躯体のスリーブ（管類等） ・箱入れ（ダクト、便器、制御盤等）

スリーブの穴埋め補修

コンクリート槽類（防水・仕上共）

床下ピットのタラップ

開口部・スリーブの墨出し

屋内に設置する機器類の基礎（仕上げ共）

屋外・屋上に設置する機器類の基礎（仕上げ共）

機器設置に対する躯体の補強

機器のアンカー取り付け及び穴埋め補修

ルーフドレン（金物）

壁、天井等の仕上げ材の開口（吹出し口・吸込み口・ガラリ・照明器具等）

同上下地の切込み・開口補強

同上開口部の墨出し

ピット・ダクトスペース・パイプスペース等の点検口

各設備の為の床・天井・壁の点検口

化粧鏡類

竪樋配管及び埋設雨水排水管

備　　　　　　　考

２階炉機械室天井のＩビーム取付工事

１階炉室の基礎スラブ工事

２階炉機械室の機械基礎工事

１階炉室床及び天井、２階炉機械室天井の吊フック取付工事

スラブ、壁の補強の必要な（φ250以上）スリーブ開口工事

排気筒工事：２階炉機械室天井の開口工事

排気筒工事：雨仕舞製作・設置工事

工 事 区 分 表

建築 電気 備　　　　　　　考 建築 電気

炉前化粧扉工事：炉前操作盤（炉内台車移動装置の納棺出棺スイッチ）

火葬炉・排気筒・集塵装置・冷却設備機器のｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ設置工事

炉前化粧扉工事：電源配線・操作配線

炉前化粧扉工事：扉・駆動装置

【火葬炉設備関連】

㎡

㎡

㎡㎡

㎡

㎡ 電 気 設 備

建蔽率（Ａ／敷地面積）

容積率（Ｃ／敷地面積）

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡ ㎡ ㎡

㎡）

㎡）

（

（

㎡）

㎡）

（

（

給排気設備：火葬炉設備用空気供給設備（１階炉室・２階炉機械室）

火葬炉用電源：受変電設備～動力制御盤・共通機器版までの一次側工事（200V

及び100V）アース工事・非常用発電設備

炉設備搬入据付工事：搬入口周囲及び搬入経路の地盤養生

炉設備試運転経費

車寄せアスファルト舗装、建物周り外構

【その他】

仮設通路

サービスタンクの通気配管

ガバナ室建屋

炉設備搬入据付工事：炉設備搬入用ステージ

燃料設備工事：都市ガス ガバナー室～炉バーナーまでのガス配管

障害者用補助手摺

同上下地補強

躯体関係の断熱工事

外壁取り付けウェザーカバー・ベントキャップ類

建具ガラリ・ドアガラリ等（ダクト接続の場合はフランジ共）

敷地外本管との配管接続工事（排水）

敷地外本管からの取り出し工事（給水・ガス）

外壁取り付けガラリ（ダクト接続の場合はフランジ共）

キュービクル、発電機の基礎

機器の遮音・防音・防振工事

洗面台カウンター･手洗い器・洗面化粧台

ライニング

注)原則●印を適用する。ただし、複数記載してある項目についての区分はその項目

基礎工事

電話の引込み工事負担金

工事中における上水道の本引込み後の使用料金・基本料金

消火器

同上ＢＯＸ（埋込型、床置型）

サイン類

換気扇の手元操作スイッチ

エアコン手元操作スイッチの配管・配線工事

エアコンの一次側電源工事

空調・衛生設備動力制御盤以降の二次側及び操作回路の配管、配線工事

空調・衛生設備動力制御盤への１次側電源工事

ＬＡＮ用配線配管

機械警備用配管

機械警備用機器取付

官公署その他への届出手続き等

焼香台

敷地内屋外の汚水桝・排水桝・雨水桝及び配管等

工事中における電力の本引き込み後の使用料金・基本料金

機 械 設 備

ガ ス 設 備

機械 ガス
別途 別途

（その他）（火葬炉）
別途

（その他）
別途

（火葬炉）
ガス機械

（ 電 気 設 備 ・ 機 械 設 備 ・ ガ ス 設 備 ）

流し台･吊戸棚

【建築】:竪樋(排水管カバー迄)【機械】:埋設雨水配管

空調換気扇用スイッチは【機械】より支給

衛生器具・給水・給湯・排水・空調・換気

【建築】:ガラリ  【機械】:ダクト

A1  Non Scale
A3  Non Scale

代表設計者　　一級建築士登録第329055号　小屋 公治

管理建築士　　一級建築士登録第145251号　櫻井 祥夫 設計概要・工事区分表

年 月 日 縮　　尺 図面番号

図　　名工 事 名

　設　計株 式 会 社

一級建築士事務所

基
2025.03 M-03

巻斎場建設機械設備工事新潟市建築部公共建築課
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BX1 BX3

BY1

BY3

AY1

AY2

AY10

AX1 AX8

AY10

AY5

AY1

BY3

BY1

28,830

5,085

道路幅員10ｍ

道路幅員10ｍ 道
路
幅
員
6ｍ

外構一期工事

外構一期工事工事範囲外(外構)

工事範囲外(外構)

隣地境界線

隣
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界
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境
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巻

１
—

３
６

５
号

線

市
道

　
岩

室
１

—
３

６
４

号
線

既存建物

車寄せ

計画建物
1FL=±0 (7. 40)

霊安室入口

残灰室入口

浄化槽

職員入口

建物入口

防
風

ス
ク

リ
ー

ン防
風

ス
ク
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ー

ン

防
風

ス
ク

リ
ー

ン

防
風
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敷地入口

市
道

　
巻

１
—

３
６

７
号

線

職員用駐車場
3台

ガバナ—室

引込柱

KBM： 6. 77( 1FL- 0. 63)

JO

1

浄化槽

V

A

平面図参照

不凍水栓柱

不凍水栓柱

VP
7
5

100

1
00

25
PP

20PP

25

本管より分岐

市道舗装撤去・復旧共

25PP

ﾎﾞｰﾙ止水栓20

ﾎﾞｰﾙ止水栓20

排水桝に接続

20
PP

雨
受

側
溝

100 100

100

1
0
0

100

はつり75φ

はつり125φ

はつり125φ

雨受側溝に接続（x3）

不凍水栓柱

不凍水栓柱

20
PP

量水器ﾎﾞｯｸｽ

量水器25

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ継手25

逆ﾎﾞ止水栓 25

ｻﾄﾞﾙ付分水栓

仮設 25PP

100

ﾎﾞｰﾙ止水栓25

50

1
00 5
0

1
00

65V,ア,25V

側溝に接続（x7）

弁桝(VC-1N)

弁桝(VC-1N)

弁桝(VC-1N)

既設配管接続

50HIVP

20
PP

20PP

100

1
00

100

100

1
0
0

100

100

平面図参照

1
0
0

20H
IVP

平面図参照空調ﾄﾞﾚﾝ 空調ﾄﾞﾚﾝ

空調ﾄﾞﾚﾝ空調ﾄﾞﾚﾝ

50

Ｍ

A1

B1 B2

C1

C2

A3A4 A2

A5

A6

B3 B4 B5

B6

D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 D8

65

附近見取図

新潟市西蒲区和納5770
計画地：

市道374号線

至巻市街地

至原

室外機

＜凡例＞

集水桝　　（別途工事）

側溝　　　（別途工事）

外灯　　　（別途工事）

室外機基礎（別途工事）

埋設標（鉄製）

埋設標（ｺﾝｸﾘｰﾄ製）

6
0
0

d

5
0

1
5
0

150 150500

1
0
0

1
0
0

8
0
0

600

d

500

1
0
0

(
引

込
部

)

1
,
2
0
0

(
本

管
延

長
部

)

構内舗装復旧断面 　　S=1/20

【注記】

１．※部はｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ40又は

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ40でも可

市道ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装復旧断面　S=1/20

良質土

山砂

注）山砂で

入念に埋戻す。

給水管

給水管

山砂

仮復旧

t=40

t=200

t=60

表層工  ：密粒度AS13

上層路盤工：ｱｽﾌｧﾙﾄ再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ40mm

下層路盤工：ｱｽﾌｧﾙﾄ再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ40mm

※

※

t=50

t=50

t=200

本復旧

上層路盤工：歴青安定処理

表層      ：密粒度AS（新20FH）

下層路盤工：ｱｽﾌｧﾙﾄ再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ40mm※

ＧＬ

仮復旧 本復旧

再生クラッシャラン40

再生密粒度アスコン

A1
A3

代表設計者　　一級建築士登録第329055号　小屋 公治

管理建築士　　一級建築士登録第145251号　櫻井 祥夫

A3  1:400
A1  1:200

配置図　附近見取図
工 事 名

　設　計株 式 会 社

一級建築士事務所

基
年 月 日 縮　　尺 図面番号

図　　名

M-042025.03

巻斎場建設機械設備工事新潟市建築部公共建築課



ＴＹＣ４２０Ｗ

ＴＣＦ５８４１ＡＵＰＲ

Ｔ１１２ＣＵ２２

ＵＦＳ９００ＷＲ

Ｔ１１２ＣＬ１０

ＴＣＦ５８７、ＹＨ７０２

ＣＦＳ４９８ＢＣ

動 力
名 称 台数 仕 様 起動方式 設置場所

　φ 　Ｖ  ＫＷ
備 考

衛　生　機　器　表

記　号

１ 屋外

衛　生　器　具　表

器  具  名

１階

電源
ＡＣ100Ｖ

１

　　　　・便所の手すり、ベビーチェア等、取付壁面の補強は建築工事とする。

【注記】・陶器は防汚加工品（セフィオンテクト、アクアセラミック）とする。

洋風大便器

小便器

小便器用手すり

６

２

１

Ｗ
Ｃ（

男
子）

合
　
計
　
数
　
量

Ｗ
Ｃ（

女
子）

多
機
能
Ｗ
Ｃ

授
乳
室

湯
沸
室

Ｗ
Ｃ
１

Ｗ
Ｃ
２

更
衣
室
１

更
衣
室
２

炉
室

屋
外

ＪＯ－１

ＷＨＥ－１

巻斎場

２ ２ １ １

４ ２ ２

１

１

505W

1,300W

Ｌ型手すり

600W

２

600W+600W ２ １ １カウンター 一体型洗面器

小型合併処理浄化槽　25人槽、放流ﾎﾟﾝﾌﾟ槽付 1 100

ﾌﾞﾛﾜｰ（防音ｶﾊﾞｰ付）、制御盤共

1 100 1.1型式　据置形　貯湯量12L　飲用・洗い物両用１

1 100 1.1１ＷＨＥ－２

浄化槽

貯湯式電気温水器

貯湯式電気温水器

排水金具、連結管、止水栓、自動貯留水入替機能付

湯沸室×1

授乳室×1

多機能トイレパック

　320W

型式　据置形　貯湯量12L　飲用・洗い物両用

詳細図（M-10）参照

熱湯用水栓付混合水栓

熱湯用水栓付混合水栓

排水金具、連結管、止水栓、自動貯留水入替機能付

洗
濯
機
室

壁掛形　自動洗浄（自己発電式）

固定金具

タンク式壁掛便器、背もたれ、洗面器、手洗器、水栓、手すり共

700x700x120D、樹脂被覆タイプ

温水洗浄便座（貯湯式）、棚付二連紙巻器

連続洗浄可能タンク式（4.8L洗浄）　床排水　掃除口付

温水洗浄便座、壁リモコン、便器洗浄リモコン

洗面器用電気温水器

間口2300,奥行600程度、洗面ボール2連形、フロントパネル付(扉式)

汚物流しユニット、タッチスイッチ式、シングルレバー水栓、

電気温水器、紙巻器、水石けん入れ

仕 様 ・ 付 属 品型    番

参　考　型　番

Ｔ Ｏ Ｔ Ｏ

参　考　型　番

Ｌ Ｉ Ｘ Ｉ Ｌ

ＹＢＣ-Ｐ１１０ＳＭ

ＫＦ－９２０ＡＥ７０Ｄ１２Ｊ

ＹＵ－Ａ５１ＭＰ

ＫＦ－７０１ＡＥＪ

ＣＷ－ＰＣ１２Ｑ１－ＮＥＣＫ－ＵＲ２－ＴＵ

ＵＡＤＡＫ２１Ｒ１Ａ１ＡＤＤ１ＢＢ ＹＰＴＷＣ－ＣＣ１８１Ｒ１ＷＷＧ

ＭＤＷＣＣ２３００ＣＣＰＡ１Ｂ-Ｙ

ＣＷ-０２０-ＳＥＴ、ＣＦ－６３ＨＳＴ

自動水栓一体形電気温水器３Ｌ(x2)、アングル止水栓、Pトラップ、

自動水石鹸供給栓(x2)付、ハンドドライヤー(壁掛け形、両面タイプ)

ＭＢ-５５０ＨＤ１ＷＳ，ＭＴＰ－Ｈ５５Ｃ－７５

ＫＳ－５７０ＡＨ

Ｔ２００ＳＮＲ１３Ｃ

ＴＷ１１Ｒ

ＹＫＡ２５Ｎ

ＹＫＡ１５Ｓ

ＥＬ８００１７

ＳＫ２２Ａ

ＬＳＥ８７０ＲＮＡＰＳ

Ｌ３０Ｄ

ＬＤＳＡＳ０６０ＢＡＧＫＧ１Ａ １ １洗面化粧台 ２

１手洗器 １

手洗器 １１２600W

掃除流し ２ １ １

化粧鏡

化粧鏡 １

ベビーチェアー １

１ １

１

１

１

照明付化粧鏡 20W ２

３

横水栓

不凍水栓柱

１洗濯機用水栓

５

５

５

５

ベビーベット １ １

３５

１

横水栓、床排水金具、アングル形止水栓、バックハンガー、リムカバー

自動水栓一体形電気温水器、アングル止水栓、Pトラップ

自動単水栓（自己発電式）、Pトラップ、アングル形止水栓

450 x 600

600 x 900

LED照明付450 x 1000

吐水口回転

１３Ａ ｘ １.２Ｈ

逆止弁付

開閉式　　固定金具

平付型　　固定金具

単水栓、止水栓、化粧キャビネット（2面鏡）付ＦＴＶ２Ｎ－６０３

ＹＬ－１５ＡＧ

ＹＬ－Ａ７４ＴＷＣ

ＹＳ－２０２Ａ

ＭＨ－４５１ＮＦＪ

ＡＣ－ＢＫ－Ｆ６２

ＡＣ－ＯＫ－２１Ｆ

ＬＦ－ＷＪ５０ＫＱＡ

ＬＦ－７Ｒ－１３－Ｕ

　　　　・湯沸室及び授乳室の流し台は建築工事とする。

M-05
年 月 日 縮　　尺 図面番号

図　　名工 事 名

A1
A3

代表設計者　　一級建築士登録第329055号　小屋 公治

管理建築士　　一級建築士登録第145251号　櫻井 祥夫

　設　計株 式 会 社

一級建築士事務所

基
衛生設備　機器表・器具表

A1　No scale
A3　No scale2025.03

新潟市建築部公共建築課 巻斎場建設機械設備工事



１ＦＬ

設計ＧＬ

２ＦＬ

ＲＦＬ

１ＦＬ

設計ＧＬ

ＲＦＬ

敷
地
内
側
溝

衛生設備　系統図　　N.S

汚
水
桝

汚
水
桝

５
，

０
０

０

（
炉

室
廻

り
　

Ｘ
３

～
Ｘ

８
）

１
０

０
５

，
０

０
０

４
，

０
０

０

（
ト

イ
レ

廻
り

　
Ｘ

１
～

Ｘ
３

）

１
０

０

男
子
Ｗ
Ｃ

授
乳
室

湯
沸
室

Ｗ
Ｃ

更
衣
室
２

更
衣
室
１

多
機
能
Ｗ
Ｃ

女
子
Ｗ
Ｃ

炉
室

ピット

小型合併浄化槽

Ｐ

ＷＨＥ ＷＨＥ

１２

Ｍ
敷地内埋設

給水引き込み

２５ＰＰ

水道本管７５ＶＰ

サドル付分水栓７５ｘ２５

２５

ボックス共
量水器　２５ｍｍ

２５ＰＰ ２５

２
５

BAV25
２５ ２５

BAV25

逆ﾎﾞ弁20逆ﾎﾞ弁20

BAV20

給排気弁

13SU

BAV20

16V

１００１００ ５０

屋外水栓系統

炉室

掃除流し

２
５

年 月 日 縮　　尺 図面番号

図　　名工 事 名

A1
A3

新潟市建築部公共建築課
代表設計者　　一級建築士登録第329055号　小屋 公治

管理建築士　　一級建築士登録第145251号　櫻井 祥夫

　設　計株 式 会 社

一級建築士事務所

基
A1　No scale
A3　No scale

衛生設備　系統図

M-062025.03

　巻斎場建設機械設備工事
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10,200

1, 8001,100

11,000 4,250

AX1

AX1

AX2

AX2

AX3 AX4 AX5 AX6 AX7 AX8

AY1 AY1

AY2

AY3

AY6AY6

AY7

AY8

AY9

BY1

BY2

BY3

AY4

AY5

AY10

▽ Exp. j

BX1 BX2 BX3

事務室・監視室

光庭

待合室３

待合室２

待合ロ ビ ー

待合室１

多目的室（収骨室）

霊安室

多目的室（和室）

特 特押入

特

授乳室

収納 炉前ホール１

特 電気室

テ ラ ス ＷＣ(⼥子) エ ン ト ラ ン ス ホール

集塵機室収納 収納 炉室

光庭

特
多機能ＷＣ廊下

炉前ホール２

ＷＣ(男子) 特特

特

WC 1 WC 2
湯沸室 物入炉内台⾞

運搬⾞ 通路
収納庫 残灰室

風除室

⾞寄せ

おも いやり 駐⾞場

（工事範囲外）

防風スク リ ーン

更衣室１ 更衣室２

洗濯機

展示スぺース（飾り 棚）

発電機

高圧受電設備

排水桝

排水桝

タ ラ ッ プ

V

A

ｱ

＜凡例＞

埋設標（鉄製）

（隙間は、不燃材料充填（モルタル又はロックウール））

１、防火区画貫通処理部は建築基準法施工令１１２－２０相当とする。

ア ポンプ付属ケーブル（ＦＥＰ４０）

【注　記】

２、駐車場内の埋設配管類の土被りは６００以上とする。

ﾎﾞｰﾙ止水栓20

弁桝(VC-1N)

配置図参照

配置図参照

25PP

25PP 20PP

25
PP

100 100 100

10
0

10
0

10
0

65V 臭突

不凍水栓柱

浄化槽ﾌﾞﾛﾜｰ

浄化槽制御盤

雨水集水桝（建築工事）

10
0

10
0

雨水集水桝（建築工事）

GL+10立上
ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ 100

25
P
P

2
5P

P

10
0

25V

雨水集水桝に接続
はつり125φ

100
はつり125φ
雨水集水桝に接続(x2)

1

2 3 4 5

7

配置図参照

詳細図参照

詳細図参照

火葬炉
NO. 1

火葬炉
NO. 2

火葬炉
NO. 3

火葬炉
NO. 4（ 将 来 用 ）

年 月 日 縮　　尺 図面番号

図　　名工 事 名

A1
A3

代表設計者　　一級建築士登録第329055号　小屋 公治

管理建築士　　一級建築士登録第145251号　櫻井 祥夫

　設　計株 式 会 社

一級建築士事務所

基
A1　1：100
A3　1：200

衛生設備　１階平面図

M-072025.03

新潟市建築部公共建築課 　巻斎場建設機械設備工事



50
00

AY3

AY1

7000

AX5 AX6

26
0
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1
67

5
5
52

5
5
80

0
5
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0
55

25

AY10

AY9

AY7

AY2

AY4

AY6

2000 3700

5700
AX3AX2

50
0

50
0

50
0

50
0

500

展示スぺース（飾り棚）

炉内台車

運搬車

収納庫

湯沸室

多目的室（和室）

押入

授乳室

物入

廊下

通路

特

ＷＣ２

更衣室２

ＷＣ1

洗濯機

更衣室１

残灰室

物入

ＷＣ（男子）

多目的ＷＣ

ＷＣ（女子）

床下点検口

床下点検口

床下点検口

床下点検口

床下点検口

1

WHE

WHE

2

D

：ﾋﾟｯﾄ範囲を示す

：床下点検口600x600

：ｽﾘｰﾌﾞ箇所を示す

凡例

【注記】

・流し台は建築工事とする（本体、据付工事共）　

洗濯ﾄﾗｯﾌﾟ50

1
002
5

25

化粧型

20,40

掃除流しに放流

20

20

50

20

20

50

平面図参照

50
天井配管

75

75

75

75

75 50

50

40

40

20 50 50

100

40

20

10
0

20

20

40,20

40 40

2
5

10
02
5

20

75

天井配管20

65

75
20

20

25

50,65 50,65 50,20

20

天井配管

65

7
5

吸排気弁

BAV20

20

天井配管

20,16V,50

20

65
20

20

75 40

75

20

5
0

10
0

40

平面図参照平面図参照

平面図参照

臭突は軒天でｴﾙﾎﾞ返し

BAV25

BAV25

COA80COAL65 COAL80 BAV20

天井配管系統

COAL80

COAL80

COAL50

50,50

天井配管

50

65

50

軒天用SUS製VC50

軒天用SUS製VC50

軒天用SUS製VC65

間接排水口15

20 16V

13SU

年 月 日 縮　　尺 図面番号

図　　名工 事 名

A1
A3

新潟市建築部公共建築課
代表設計者　　一級建築士登録第329055号　小屋 公治

管理建築士　　一級建築士登録第145251号　櫻井 祥夫

　設　計株 式 会 社

一級建築士事務所

基
A1　1：50
A3　1：100

衛生設備　１階詳細図

M-082025.03

　巻斎場建設機械設備工事



仕上げライン

汚水桝　一覧表

塩ﾋﾞ蓋

〃

塩ﾋﾞ小口径ｲﾝﾊﾞｰﾄ桝

〃

〃

〃

〃

〃

塩ﾋﾞ小口径ｲﾝﾊﾞｰﾄ桝

〃

〃

〃

〃

地盤高(m)記 号 桝 名

１

２

３

４

５

６

７

型 式 蓋仕様

〃

〃

〃

桝深(m) 管底高(m)

〃

7.41

7.35

7.25

6.90

7.25

地盤高(m)記 号 桝 名 型 式 蓋仕様桝深(m) 管底高(m)

雨水桝　一覧表

＜雨水Ａ系統＞

防護蓋(T14)

〃

塩ﾋﾞ小口径ｲﾝﾊﾞｰﾄ桝

〃

＜雨水Ｃ系統＞

〃 〃

〃 〃

0.40

0.41

6.74 6.34

6.85 6.44

〃

Ａ１

Ａ２

Ａ３

Ａ４

Ｃ１

Ｃ２

Ａ５

Ａ６

7.411.14

1.17

1.22

1.24

1.01

6.27

6.24

6.13

6.01

5.89

5.83

ST   100-150

90L  100-150

ST   100-150

ST   100-150

45L  100-150

90Y  100-150

1.21 6.04

90L  100-150

ST   100-150

90L  100-150

45L  100-150

ST   100-150

ST   100-150

90L  100-150

ST   100-150

1.07 6.90

7.35

〃

〃

〃

塩ﾋﾞ小口径ｲﾝﾊﾞｰﾄ桝

〃

＜雨水Ｂ系統＞

7.40

7.25

6.90

〃

Ｂ１

Ｂ２

Ｂ３

Ｂ４

6.60

6.52

6.46

6.36

0.80

0.83

0.79

0.54

90L  100-150

90Y  100-150

〃〃 6.90

〃〃 6.90

Ｂ５

Ｂ６

90Y  100-150

90Y  100-150

45L  100-150

45L  100-150

0.55

0.58

6.35

6.32

0.37

0.50

0.30

6.90

6.80

6.80

6.80

6.90

6.80

6.43

6.30

6.60

0.32 6.48

45Y　100-150

〃

〃

〃

塩ﾋﾞ小口径ｲﾝﾊﾞｰﾄ桝

〃

＜雨水Ｄ系統＞

6.90

6.90

〃〃

塩ﾋﾞ蓋

〃

〃

Ｄ１

Ｄ２

Ｄ３

Ｄ４

Ｄ５

〃〃

〃〃

Ｄ６

Ｄ７

6.90

6.90

6.90

0.30 6.60

〃〃 6.850.40 6.45Ｄ８

0.40 6.50

0.38 6.52

0.37 6.53

0.32 6.58

0.40 6.506.90

6.900.30 6.60

0.30

0.32

6.60

6.48

防護蓋(T14)

90WLS 100-150

UT　  100-150

90Y   100-150

90Y   100-150

90L   100-150

90L   100-150

UT　  100-150

ST    100-150

防護蓋(T14)

防護蓋(T14)

塩ﾋﾞ蓋

化粧MH蓋450x450(15kN)

化粧MH蓋450x450(15kN)

100VU100VU100VU100VU100VU100VU

雑排水  縦断図
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新潟市建築部公共建築課
代表設計者　　一級建築士登録第329055号　小屋 公治

管理建築士　　一級建築士登録第145251号　櫻井 祥夫

　設　計株 式 会 社

一級建築士事務所

基
A1　No scale
A3　No scale

衛生設備　桝表・縦断図

M-092025.03

　巻斎場建設機械設備工事
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霊安室入口

残灰室入口
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敷地入口
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計画建物
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ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

JO

1

浄化槽

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装（建築工事）

ﾚﾍﾞﾙはｱｽﾌｧﾙﾄ部分＋100程度
（車両駐車不可）

浄　化　槽　特　記　仕　様　書　

処理対象人員

計画汚水量

流入水水質

放流水水質

　
設
　
計
　
要
　
領

処理種別

形式

形状

敷地条件等

承認図等

工事区分

備品

試運転調整

　
施
　
工
　
要
　
領

施工範囲等

電気設備の

　　試験

流入・放流

送風機

消泡装置

消毒装置

制御盤等

マンホール等

流入ポンプ槽

　ポンプ等

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

1

2

3

4

5

本工事の施工範囲は、下表の●印でしめす。
工事区分表

項　　　　　　目
浄
化
槽

●

－ － － －

8-1.1.1

8-1.1.1

8-2.1.5

8-1.1.1

8-2.1.28

8-2.1.7

8-2.1.15

8-2.1.12

汚水量 m3／日 m3／時 m3／分

●

●

●

－ － － －

－ － － －

２０９４号、浄化槽法及び水質汚泥防止法によるほか、特定行政庁の定める取扱要綱等による。

本浄化槽は建築基準法施工令第３２条、昭和５５年建設省告示第１２９２号、平成７年建設省告示

　（２）処理対象人員　（　　　　人）　

　（１）対象用途（JIS A 3302-2000）類似用途：集会場　

　　　　　　Ｑ１：時間最大汚水量　　　　　（　    　m3／時）Ｑ1＝Ｑ÷24×2.5

　　　Ｑ　：日平均汚水量　　　　　　　（　　　m3／日）

　　　Ｑ２：流入時間最大汚水量　（　    　m3／時）Ｑ2＝Ｑ÷Ｔ×1.5

　　　　　　Ｔ　：対象建築物排水時間　（　　8　　時間）

Ｔ－Ｎ濃度　　　（　　　 　）ｐｐｍ以下

ＢＯＤ濃度　　　（　   　）ｐｐｍ

ＢＯＤ濃度　　　（　　20　）ｐｐｍ以下　　　ＢＯＤ除去率　　　（　     　）％以上

　（１）敷地及び配置　別図のとおり

　（３）放流先　別図のとおり

　（４）槽上部の利用　・　あり（　駐車場　）　　　　　・　なし

を作成し、監督員に提出し承諾を受ける。

　（１）製造者仕様書、機器表、処理フロー図

　（２）機械設備図（浄化槽、機械室設備配管図及び同詳細図）

　（３）槽体設計図（槽体、機械室平面図、立面図、各部詳細図及び配筋図）

　（４）電気設備図（電気配線図、制御盤結線図及び制御盤姿図）

　（５）計算書類（槽体容量計算書、機器設計計算書、構造計算書、騒音計算書及び必要

工事に先立ち、関係法規、本工事仕様書及び製造者仕様書に基づいて下記の承認図等

　建設省告示第１２９２号　第（　6　）号と同等以上の性能を有するものとし、以下による

　　　　　　　　　　　　　　　　　に応じて土留矢板構造計算書、杭計算書）

　（６）工事費内訳書　（上記（１）～（５）までの各項目に基づいた工事費内訳明細書）

　（７）維持管理の年間所要経費概算書

　（８）その他監督員が必要と認め、指示したもの

原則として、自然勾配で処理できるように計画する。やむを得ず流入ポンプ槽を設置する

場合は、荒目スクリーン及びばっ気装置を設ける。

　（１）ポンプはメンテナンス時に、着脱できる構造とする。

　（２）流入ポンプ及び放流ポンプにはそれぞれ予備を設け、自動交互運転を行う。

　　　　計量ポンプ等他のポンプが必要となる場合は上記に準ずる。

　（１）ばっ気用　・　ルーツ形　　　　　・　ロータリー形　　　　　・　水中形

　（２）ばっ気槽用送風機には予備を設け、タイマーによる自動交互運転を行う。

　（１）漏電、過負荷及び満水警報等の一括故障表示用無電圧接点及び端子を設ける。

　（２）電力盤には停電時の自動復帰装置、機器故障警報ブザー及び一括警報遠隔ブザー用端子

・　現場施工型のコンクリート躯体工事は（　※　本工事　　　　　・　別途工事　）

・　ユニット型の底板及び上スラブ工事は（　※　本工事　　　　　・　別途工事　）

・　一括故障表示用無電圧接点及び端子（※　設ける　　　　　・　設けない）

・　潜函掘削工事（ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ布設）（　・　本工事　　　　※　別途工事　）

する。また、使用開始後３ヶ月間を試運転調整期間とし、実負荷運転による調整を実施し、安

定運転の後の水質試験の結果報告まで維持管理を行い、その費用を（光熱費を除く）を負担

する。

工事完了後引渡しまで、水負荷運転による試運転調整を実施し、その費用（光熱費）を負担 8-2.2.2

標仕による他、下記の備品を本工事に含む。

管理備品　　　　　・　マンホールフック　１組

空
　
調

電
　
気

建
　
築

躯体工事（杭頭処理　・　含む　　　　　・　除く）

構内仮設道路（ただし、図示した場合は除く）

槽周囲の整地（ただし、図示した場合は除く）

土留矢板工事（打込み、引抜き共）

潜函掘削工事（ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ布設）

制御盤への電源供給配管配線（接地工事を含む）

制御盤以降の２次側配管配線（接地工事を含む）

衛
　
生

機材及び施工の試験については電気設備標準仕様書による。

名　称 規　格

配管用炭素鋼管 JIS G 3452

JIS K 6741硬質ポリ塩化ビニル管

JIS K 6741硬質ポリ塩化ビニル管

JIS K 6741硬質ポリ塩化ビニル管

配管仕様

JIS K 6742耐衝撃性硬質ポリ塩化ビニル管

名　称 規　格

合成樹脂製可とう電線管 JIS C 8411

-波付硬質ポリエチレン管

JIS C 3605低圧電力用ケーブル600V

JIS C 3601制御用ケーブル

配線仕様

JIS C 8430耐衝撃性硬質ビニル電線管

※ケーブル埋設シート設置すること。

砂利地業

無筋：Fc＝18N／mm

SD295A

躯体仕様

40d

有筋：Fc＝21N／mm

VP

HIVP

SGP（白）

VP

EM-CE

EM-CEE

HIVE

PF-D

FEP

VP

2

2

　　　　を設ける。

　（１）開口蓋は、ＰＰまたはＦＲＰ（５００Ｋ）とする。

・　送風機室（　・　本工事　　※　別途工事　）

・　山留工事（　※　本工事　　・　別途工事　）・　矢板工法（　・　圧入　　※　打撃　　）

・　杭工事　（　・　本工事　　※　別途工事　）

・　水替工事（　※　本工事　　・　別途工事　）・　制御盤（　※　本工事　・　別途工事　）

配管材料

弁類

支持金物等

その他

17

18

19

20

別表　配管使用表による。

青銅製、鋳鉄製（※　ＪＩＳ規格品　　　　　・　製造者標準品）

ステンレス製、合成樹脂製（※　製造者標準品）

　（１）主要構造部は据付条件における土圧、水圧荷重及び地震等に対応する強度を有する

　　　　ものであり、点検及び清掃が容易な構造とする。

　（２）ユニット形の槽本体に（・　保護躯体　　　　　・　機械室上屋）を設置する。

　（３）埋め戻し土は、掘削土の良質土を使用し、ユニット本体に鋭角な砕石などが当た

　　　　らないようにする。

　（４）残土は場外搬出処理とする。

　（５）臭突管設置における掘削及び埋め戻し工事は、本工事とする。

　（６）一般事項、共通工事等その他記載なき事項は衛生設備工事仕様書によるものとし、

　　　　電気設備に関する事項については、公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）　

　　　　令和４年版によるものとする。　

　（２）槽の開口部はチェッカープレート、マンホール等で覆い、施錠又はボルト固定できる

　　　　ものとする。

・　地下式　　　　　・　半地下式　　　　　・　機械室平屋建

・　現場施工型　　　　　・　ユニット型（ＦＲＰ製　国土交通大臣型式適合認定品）

・　接触ろ床方式　　　　　　　　・　嫌気分離接触ろ床方式

・　担体流動循環方式　　　　　　・　分離嫌気ろ床担体流動方式

・　ノズル式　　　　　・　消泡剤式

※　固形塩素剤滅菌器　・　

屋外　※　ＳＵＳ３０４　　　　　・　ＳＳ４００　

屋内　・　ＳＵＳ３０４　　　　　※　ＳＳ４００　（塗装）　（機器付属品は除く。）

コンクリート

鉄　筋

定着、継手

地　業

使用区分

排　水

空気管

臭　気

使用区分

動　力

制　御

電線管

　（２）流入管　（GL - 1080　mm）　　　　　（口径　100　mm）
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代表設計者　　一級建築士登録第329055号　小屋 公治

管理建築士　　一級建築士登録第145251号　櫻井 祥夫
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工 事 名

新潟市建築部公共建築課　設　計株 式 会 社

一級建築士事務所

基
年 月 日 縮　　尺 図面番号

図　　名

衛生設備　浄化槽工事仕様書

M-102025.03

巻斎場建設機械設備工事
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A1  1:200

工 事 名

新潟市建築部公共建築課　設　計株 式 会 社

一級建築士事務所

基
年 月 日 縮　　尺 図面番号

図　　名

撤去工事　配置図

M-112025.03

巻斎場建設機械設備工事



空　調　機　器　表

動 力
記 号 名 称 台数 仕 様 起動方式 設置場所

　φ 　Ｖ  ＫＷ
備 考

　φ 　Ｖ  ＫＷ

ｶﾞｽﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｺﾝ室外機 １ 冷

暖

3 200ﾋﾞﾙ用ﾏﾙﾁﾀｲﾌﾟ、耐塩害仕様、ｴｸﾞｾﾞｱⅢGHP-1

ﾜｲﾔｰﾄﾞﾘﾓｺﾝ

ｶﾞｽﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｺﾝ室内機 200冷

暖

GHP-1A １ 床置ﾀﾞｸﾄ形

冷房能力：28.0KW 暖房能力：31.5KW

3

1.5

ｶﾞｽﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｺﾝ室内機

ｶﾞｽﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｺﾝ室外機 １ 冷

暖

3 200ﾋﾞﾙ用ﾏﾙﾁﾀｲﾌﾟ、耐塩害仕様、ｴｸﾞｾﾞｱⅢ

GHP-1B

GHP-2

２ 200冷

暖

床置ﾀﾞｸﾄ形 3

冷房能力：22.4KW 暖房能力：25.0KW

1.5

0.75

0.75

冷房能力：45.0KW 暖房能力：50.0KW

1.14

0.51

燃料消費量(13A)  冷房：36.4KW  暖房：34.9KW

ｶﾞｽﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｺﾝ室内機GHP-2A

ｶﾞｽﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｺﾝ室内機GHP-2B

冷

暖

2001天井ｶｾｯﾄ形(4方向吹出)

冷房能力：9.0KW 暖房能力：10.0KW

0.09

0.08

2001冷

暖

４

2F 炉機械室 1F ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ用

1F 炉前ﾎｰﾙ1用(x1)

1F 炉前ﾎｰﾙ2用(x1)

待合室1(x1)待合室2(x1)

冷房能力：7.1KW 暖房能力：8.0KW

１ ﾋﾞﾙﾄｲﾝﾀﾞｸﾄ形 0.11

0.11

ｶﾞｽﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｺﾝ室内機 冷

暖

2001GHP-2C １

冷房能力：3.6KW 0.03

1F 多目的室(和室)

ｶﾞｽﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｺﾝ室内機

ﾄﾞﾚﾝｱｯﾌﾟ　付

冷

暖

2001１ 0.03

0.03

GHP-2D 壁掛形

冷房能力：2.8KW 暖房能力：3.2KW

1F 授乳室

1F 待合ﾛﾋﾞｰ(x1)

待合室3(x1)

1F 廊下

GHP用 1F待合ﾛﾋﾞｰ(x1)、待合室1(x1)、待合室2(x1)、待合室3(x1)

1F廊下(x1)、多目的室(和室)(x1)、授乳室(x1)

床置ﾀﾞｸﾄ形（GHP-1A,1B）用は本体付属

７

１ 1 100GHP用ON-OFF集中ﾘﾓｺﾝ

一括発停、運転表示、異常表示　機能

制御可能グループ数16

0.01

基礎は建築工事

基礎は建築工事

防雪ﾌｰﾄﾞ、分岐管、防振架台　他付属品共

防雪ﾌｰﾄﾞ、分岐管、防振架台　他付属品共

屋外（軒下）

屋外（軒下）

天井ｶｾｯﾄ形(1方向吹出) 0.04

1F 事務室

風量：1,140m3/h x 100Pa

空　調　機　器　表

動 力
記 号 名 称 台数 仕 様 起動方式 設置場所

　φ 　Ｖ  ＫＷ
備 考

　φ 　Ｖ  ＫＷ

空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｲﾝﾊﾞｰﾀｰ式 1:1ﾀｲﾌﾟ、耐塩害仕様 冷１ 2003ACP-1

室内機：4方向ｶｾｯﾄ形

1.42

1.57

暖最大

暖

4.74

1F 事務室高暖房型ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ

冷房能力：7.1KW　　暖房能力：8.0KW

【注記】 １．エアコンの能力表示はＪＩＳ条件による。

２．冷暖房機器はメーカー標準仕様とする。

３．室内機の風量表示は、強ﾉｯﾁを示す。

①ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝの定格能力、定格消費電力は「JIS B8616」で規格された値。

②ﾙｰﾑｴｱｺﾝの定格能力、定格消費電力は「JIS C9612」で規格された値。

４．基礎は建築工事とする。

暖房能力：4.0KW

風量：4,800m3/h程度 x 220Pa

風量：3,840m3/h程度 x 200Pa

ﾘﾓｺﾝ本体取付、　ﾄﾞﾚﾝｱｯﾌﾟ、防振架台付

ﾘﾓｺﾝ本体取付、　ﾄﾞﾚﾝｱｯﾌﾟ、防振架台付

標準ﾊﾟﾈﾙ、ﾄﾞﾚﾝｱｯﾌﾟ付、振れ止め１段

吹出丸ﾀﾞｸﾄﾌﾗﾝｼﾞ、ﾛﾝｸﾞﾗｲﾌﾌｨﾙﾀｰ(ﾁｬﾝﾊﾞｰ共)、ﾄﾞﾚﾝｱｯﾌﾟ付、振れ止め１段

空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｲﾝﾊﾞｰﾀｰ式 1:1ﾀｲﾌﾟ、耐塩害仕様 冷１ 200ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ 3

暖最大

暖

ACP-2 2.35 1F 収骨室

室内機：天埋ﾀﾞｸﾄ形 2.45

2.70

風量：990m3/h x 100Pa

冷房能力：7.1KW　　暖房能力：8.0KW

空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｲﾝﾊﾞｰﾀｰ式 1:1ﾀｲﾌﾟ、耐塩害仕様 冷 200ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ

暖最大

暖

ACP-3 ｽﾎﾟｯﾄ空調

室内機：ﾋﾞﾙﾄｲﾝﾀﾞｸﾄ形

冷房能力：5.0KW　　暖房能力：5.6KW

３ 1 1.56

1.59

2.16

風量：660m3/h x 60Pa

ﾜｲﾔｰﾄﾞﾘﾓｺﾝ、ﾄﾞﾚﾝｱｯﾌﾟ、吸込ﾊｰﾌﾊﾟﾈﾙ、ﾛﾝｸﾞﾗｲﾌﾌｨﾙﾀｰ

空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｲﾝﾊﾞｰﾀｰ式 1:1ﾀｲﾌﾟ、耐塩害仕様

室内機：壁掛形

ACR-1 冷

暖

1 100

ﾜｲﾔﾚｽﾘﾓｺﾝ、室外機壁掛架台（溶融亜鉛ﾒｯｷ）、転倒防止金具付

高暖房型ﾙｰﾑｴｱｺﾝ ２

冷房能力：2.2KW　　暖房能力：2.8KW

1F 更衣室1

1F 更衣室2

0.65

1.97

室内電源

ﾜｲﾔｰﾄﾞﾘﾓｺﾝ、ﾄﾞﾚﾝｱｯﾌﾟ、壁付架台(溶融亜鉛ﾒｯｷ)、

標準ﾊﾟﾈﾙ、ﾄﾞﾚﾝｱｯﾌﾟ付、振れ止め１段

転倒防止金具付、振れ止め１段

壁付架台(溶融亜鉛ﾒｯｷ)、転倒防止金具付、振れ止め１段

転倒防止金具付、振れ止め１段

ﾜｲﾔｰﾄﾞﾘﾓｺﾝ、ﾄﾞﾚﾝｱｯﾌﾟ、ﾛﾝｸﾞﾗｲﾌﾌｨﾙﾀｰ、壁付架台(溶融亜鉛ﾒｯｷ)、2F 炉機械室(x2)

1F 炉室(x3)

冷房能力：71.0KW 暖房能力：80.0KW

1.51

0.775

燃料消費量(13A)  冷房：63.3KW  暖房：59.3KW

年 月 日 縮　　尺 図面番号

図　　名工 事 名

新潟市建築部公共建築課
A1  Non Scale
A3  Non Scale

代表設計者　　一級建築士登録第329055号　小屋 公治

管理建築士　　一級建築士登録第145251号　櫻井 祥夫

　設　計株 式 会 社

一級建築士事務所

基
空調設備　機器表

2025.03

　巻斎場建設機械設備工事
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動 力
記 号 名 称 台数 仕 様 起動方式 設置場所

　φ 　Ｖ  ＫＷ
備 考

　φ 　Ｖ  ＫＷ

動 力
記 号 名 称 台数 仕 様 起動方式 設置場所

　φ 　Ｖ  ＫＷ
備 考

　φ 　Ｖ  ＫＷ

全熱交換型換気扇

仕  様

型  式 1 100

付属品

HEU-1

全熱交換型換気扇

仕  様

型  式 1 100

付属品

HEU-2

１全熱交換型換気扇

仕  様

型  式 1 100

付属品 ｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁ、防振吊金物付

HEU-3 1F 待合ﾛﾋﾞｰ

全熱交換型換気扇

仕  様

型  式 1 100 24H運転

付属品 ｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁ、防振吊金物付

３HEU-4 1F 待合室1･2･3

全熱交換型換気扇

仕  様

型  式 1 100 24H運転

付属品 ｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁ、防振吊金物付

HEU-5

２

１

24H運転天井隠ぺい形

天井隠ぺい形 2F 炉機械室

2F 炉機械室

（1F ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ用）

（1F 炉前ﾎｰﾙ1･2用）750m3/h　x　150Pa　x　250Φ

750m3/h　x　160Pa　x　250Φ

0.42

0.42

（24H運転100m3/h）

0.37

0.37

天井隠ぺい形

（24H運転 40m3/h）

天井隠ぺい形

天井隠ぺい形１

CO2ｾﾝｻｰ付

CO2ｾﾝｻｰ付

CO2ｾﾝｻｰ付

CO2ｾﾝｻｰ付

CO2ｾﾝｻｰ付

（24H運転 30m3/h）

0.11

換　気　機　器　表 換　気　機　器　表

全熱交換型換気扇

仕  様

型  式 1 100 24H運転

付属品 ｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁ、防振吊金物付

１HEU-6 天井ｶｾｯﾄ形

（24H運転 15m3/h）

0.07 1F 多目的室（和室）

120m3/h　x　50Pa　x　100Φ

120m3/h　x　90Pa　x　100Φ

600m3/h　x　120Pa　x　200Φ

600m3/h　x　120Pa　x　200Φ

ｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁ（本体付）、防振吊金物付

ｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁ（本体付）、防振吊金物付 １ 防振吊金物付型  式 1 100消音型　ｽﾄﾚｰﾄｼﾛｯｺﾌｧﾝ

仕  様

1F 収骨室

610m3/h　x　150Pa　x　200Φ

0.14FS-1 送風機 FE-1と連動

１

仕  様

防振吊金物付型  式排風機FE-M1

排風機FE-M2

1F 炉室3 200 0.75

１

仕  様

防振吊金物付型  式 1.53 200 2F 炉機械室

消音型　片吸込ｼﾛｯｺﾌｧﾝ

消音型　片吸込ｼﾛｯｺﾌｧﾝ

3,800m3/h　x　130Pa  x  #21/2

6,000m3/h　x　130Pa  x  #3

天井扇FV-1

天井扇FV-2

１

仕  様

型  式ﾌｨﾙﾀｰﾎﾞｯｸｽ

１

仕  様

型  式ﾌｨﾙﾀｰﾎﾞｯｸｽ

ﾌﾟﾚﾌｨﾙﾀｰ（質量法57）

ﾌﾟﾚﾌｨﾙﾀｰ（質量法57）

鋼板製ｹｰｼﾝｸﾞ、天吊り横引抜型

F-1

F-2 ﾌｨﾙﾀｰｻｲｽﾞ600 x 300程度

風量 80～1310m3/h、初期圧損20Pa以下程度、差圧計共

ﾌｨﾙﾀｰｻｲｽﾞ600 x 600程度 1F 廊下天井内

（管理系統OA）

（利用者WC系統OA）

１

仕  様

型  式ﾌｨﾙﾀｰﾎﾞｯｸｽ ﾌﾟﾚﾌｨﾙﾀｰ（質量法57）

鋼板製ｹｰｼﾝｸﾞ、天吊り横引抜型

ﾌｨﾙﾀｰｻｲｽﾞ600 x 300程度F-3

（霊安室系統OA）

1F 霊安室天井内

1F 更衣室１天井内

風量 70～630m3/h、初期圧損20Pa以下程度、差圧計共

風量 280～890m3/h、初期圧損20Pa以下程度、差圧計共

仕  様

型  式 1 100

150m3/h　x　40Pa　x　150Φ

0.03２ 1F 更衣室1、更衣室2

仕  様

型  式 1 100 0.02１ 1F 物入れ

低騒音型、樹脂製ｸﾞﾘﾙ、風圧式ｼｬｯﾀｰ付

低騒音型、樹脂製ｸﾞﾘﾙ、風圧式ｼｬｯﾀｰ付

70m3/h　x　40Pa　x　100Φ

１ 型  式 1 100 4W 1F 霊安室 FE-3と連動給気用電動ｼｬｯﾀｰMS-1

１ 型  式 1 100 4W鋼板製中間取付形、常閉式、200φ給気用電動ｼｬｯﾀｰMS-2 1F 残灰室 FE-4と連動

鋼板製中間取付形、常閉式、150φ

１ 防振吊金物付型  式 1 100排風機 消音型　ｽﾄﾚｰﾄｼﾛｯｺﾌｧﾝ

１

仕  様

防振吊金物付型  式排風機 消音型　ｽﾄﾚｰﾄｼﾛｯｺﾌｧﾝ

仕  様

１

仕  様

防振吊金物付型  式 1 100排風機 消音型　ｽﾄﾚｰﾄｼﾛｯｺﾌｧﾝ

１

仕  様

防振吊金物付型  式 1 100排風機 消音型　ｽﾄﾚｰﾄｼﾛｯｺﾌｧﾝ

１

仕  様

防振吊金物付型  式 1 100排風機 消音型　ｽﾄﾚｰﾄｼﾛｯｺﾌｧﾝ

１

仕  様

防振吊金物付型  式 1 100排風機 消音型　ｽﾄﾚｰﾄｼﾛｯｺﾌｧﾝ 1F 女子WC

１

仕  様

防振吊金物付型  式 1 100排風機 消音型　ｽﾄﾚｰﾄｼﾛｯｺﾌｧﾝ

FE-1

FE-2

FE-3

FE-4

FE-5

FE-6

FE-7

１

仕  様

防振吊金物付型  式 1 100排風機 消音型　ｽﾄﾚｰﾄｼﾛｯｺﾌｧﾝ

１

仕  様

防振吊金物付型  式 1 100排風機 消音型　ｽﾄﾚｰﾄｼﾛｯｺﾌｧﾝ 0.04

FE-8

FE-9

仕  様

防振吊金物付型  式 1 100排風機 消音型　ｽﾄﾚｰﾄｼﾛｯｺﾌｧﾝ

１

仕  様

防振吊金物付型  式 1 100排風機 消音型　ｽﾄﾚｰﾄｼﾛｯｺﾌｧﾝ

FE-10

FE-11

1F 収骨室

1F 電気室

1F 男子WC

1F 多機能WC

1F 授乳室

1F 湯沸室

FS-1と連動

3 200 0.9

280m3/h　x　100Pa　x　150Φ

0.06

0.14

0.14

0.11

0.11

180m3/h　x　100Pa　x　150Φ

0.06

1F 霊安室

1F 残灰室

1F WC1、WC2２

1F 台車収納庫

0.02

0.02

610m3/h　x　110Pa　x　200Φ

2,800m3/h　x　120Pa x #2

600m3/h　x　110Pa　x　200Φ

490m3/h　x　100Pa　x　200Φ

440m3/h　x　100Pa　x　200Φ

80m3/h　x　90Pa　x　100Φ

120m3/h　x　90Pa　x　150Φ

70m3/h　x　100Pa　x　100Φ

100m3/h　x　90Pa　x　100Φ

0.02

１集中ｺﾝﾄﾛｰﾗｰ 全熱交換型換気扇用

遠方発停（個別、ｿﾞｰﾝ、一括）、ﾀｲﾏｰ設定制御

1 100 0.02

1F 事務室

1F 事務室 総合盤（電気工事）に組込

【全熱交換型換気扇 注記】

２．自動換気切替機能、余熱時外気取入れ停止機能付きとする。

３．全熱交換効率は、JIS B 8628 による。

【換気機器共通 注記】

１．換気機器類は強ﾉｯﾁの風量を示す。

２．ﾊﾟｲﾌﾟﾌｰﾄﾞは深形SUS製（防鳥あみ付）とし指定色焼付け塗装とする。

１．全熱交換効率は冷房：63%以上、暖房：72%以上とする。（HEU-206は冷房64%以上暖房70%以上）

ｻｰﾓｽｲｯﾁ共

鋼板製ｹｰｼﾝｸﾞ、天吊り横引抜型 ﾎﾞｯｸｽｻｲｽﾞ700 x 700 x 400D程度

ﾎﾞｯｸｽｻｲｽﾞ700 x 700 x 400D程度

ﾎﾞｯｸｽｻｲｽﾞ700 x 700 x 400D程度
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テ ラ ス

廊下

収納

エ ン ト ラ ン ス ホール

光庭

風除室

炉前ホール２

収納 収納

炉前ホール１

炉室

電気室

物入

⾞寄せ

おも いやり 駐⾞場

（工事範囲外）

特 特

特

特

特

特

特

特

集塵機室

防風ス ク リ ーン

待合室１

待合ロ ビ ー

待合室２

待合室３

多目的室（和室）

押入 光庭

授乳室

ＷＣ(⼥子)

多機能ＷＣ

ＷＣ(男子)

湯沸室
事務室・ 監視室 炉内台⾞

運搬⾞
収納庫

更衣室１ 更衣室２

残灰室

WC 2WC 1

通路

霊安室
多目的室（収骨室）

洗濯機

展示スぺース（飾り 棚）

発電機

高圧受電設備

タ ラ ッ プ

2C
GHP

GHP

GHP

GHP

GHP

2A

2A

2A

2A

GHP
2D

ACP
2

ACR

ACR

1

1

ACP
1

GHP
2

GHP
1

ACP
2

ACP
(x3)

3

ACP
(x3)

3

ACR ACR
1 1

ACP
1 4

FE

HEU

HEU
4

4

HEU
4

FE
8

FE
6

FE
5

F
1

FE
2

HEU
6

FE
7

HEU
3

FE
1 1

FS FE
3

MS
1

F
3

M1
FE

MS
2

FV
1

FV
2

FE
10

FE
10

F
2

FV
1

FE
9

FE
11

HEU
5

2B
GHP

 S
A 

 S
A 

 S
A 

 S
A 

 S
A 

 S
A 

 R
A 

 R
A 

 R
A 

 R
A 

 R
A 

 R
A 

個

１

待合室１

(GW25内貼)

SA   　600m3/h

個

１

待合室１

(HEU-4)

(GW消音)

RA   　600m3/h

個

１

VHS  350ｘ350

(GW25内貼)

SA   　600m3/h

待合室２

個

１(HEU-4)

GVS  350ｘ350

(GW消音)

RA   　600m3/h

(HEU-4)

待合室２

個

１

VHS  350ｘ350

SA   　600m3/h

個

１(HEU-4)

GVS  350ｘ350

(GW消音)

RA   　600m3/h

(HEU-4)

待合室３

待合室３

個

１

授乳室

EA   　80m3/h (FE-8)

GVS  150ｘ150

BOX 250ｘ250ｘ300H

個

１

多機能トイレ

EA   　180m3/h (FE-7)

GVS  200ｘ200

BOX 300ｘ300ｘ300H

個

男子トイレ

２(FE-5)EA   　245m3/h

GVS  250ｘ250

BOX 350ｘ350ｘ300H

個

女子トイレ

EA   　440m3/h (FE-6)

GVS  300ｘ300

１

BOX 400ｘ400ｘ300H

(GW25内貼)

個

１

エントランスホール

(GW25内貼)

(HEU-4)

(HEU-1)SA   　750m3/h

CL-10  1500

BOX 1600ｘ300ｘ300H

個

１

(GW消音)

RA   　600m3/h

待合ロビー

(HEU-3)

個

１

(GW25内貼)

SA   　600m3/h

待合ロビー

(HEU-3)

GVS  350ｘ350

VHS  350ｘ350

GVS  350ｘ350

VHS  350ｘ350

個

１

BOX 400ｘ400ｘ300H

廊下

OAﾊﾟｽ　440m3/h

VHS  300ｘ300

(GW25内貼)

BOX 450ｘ450ｘ300H

BOX 450ｘ450ｘ300H

BOX 450ｘ450ｘ300H

BOX 450ｘ450ｘ300H

BOX 450ｘ450ｘ300H

BOX 450ｘ450ｘ300H

BOX 450ｘ450ｘ300H

BOX 450ｘ450ｘ300H

空調制気口

個

(GW25内貼)

廊下

(GHP-2B)SA   　380m3/h ３

BL-D  1000

BOX 1100ｘ300ｘ300H

個

エントランスホール

(GW25内貼)

(GHP-1A) ６SA   　800m3/h

CL-10  1500

BOX 1600ｘ300ｘ400H

個

(GW25内貼)

炉前ホール１

SA   　1280m3/h (GHP-1B) ３

CL-14  2000

BOX 2100ｘ300ｘ400H

個

(GW25内貼)

SA   　1280m3/h (GHP-1B) ３

CL-14  2000

BOX 2100ｘ300ｘ400H

炉前ホール２

個

１

(GW25消音)

廊下

RA   　1140m3/h (GHP-2B)

GVS  500ｘ500

BOX 600ｘ600ｘ400H

個

１

(GW25消音)

多目的室(収骨室)

RA   　990m3/h

GVS  1000ｘ200

BOX 1100ｘ300ｘ400H

個

(GW25内貼)

１

CL-16  2500

(FS-1)SA   　1600m3/h

BOX 2600ｘ300ｘ400H

多目的室(収骨室)

(ACP-2)

個

(GW25内貼)

炉室

SA   　330m3/h

(ACP-2)

６

パンカールーバー

BOX 300ｘ300ｘ300H

(ACP-3)

換気制気口

チャンバーBOX

１

１

(ACP-2)

SA  600x400x300 (GW25)

RA  700x400x400 (GW25)

１

個

電気室

(FE-2)EA   2800m3/h

GVS  750ｘ750

BOX 850ｘ850ｘ500H

１

個

炉室

３(FE-M1)EA   1267m3/h

GVS  500ｘ500

BOX 600ｘ600ｘ400H

個

EA   610m3/h (FE-1) １

GVS  350ｘ350

BOX 450ｘ450ｘ300H

個

１

霊安室

EA   280m3/h (FE-3)

GVS  250ｘ250

BOX 350ｘ350ｘ300H

個

１

(GW25内貼)

霊安室

OAﾊﾟｽ　280m3/h

VHS  250ｘ250

BOX 350ｘ350ｘ300H

多目的室(収骨室)

RA　　壁ｽﾘｯﾄ建築工事

壁内ﾁｬﾝﾊﾞｰ

(GHP-1A)ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ

個

１

ガラリBOX （ガラリは建築工事）

(EAG-1)

EA   3800m3/h

 2200x700x500 (GW25外貼)

個

１

(EAG-3)

EA   2800m3/h

 1200x800x500 (GW25外貼)

個

１

湯沸室

EA   　120m3/h (FE-9)

GVS  150ｘ150

BOX 250ｘ250ｘ300H

個

１

GVS  150ｘ150

BOX 250ｘ250ｘ300H

WC1

個

１

GVS  150ｘ150

BOX 250ｘ250ｘ300H

WC2

EA   　70m3/h

EA   　70m3/h

個

１

GVS  150ｘ150

(FE-10)

(FE-10)

(FE-11)EA   　100m3/h

個

１

(GW25内貼)

台車収納庫

台車収納庫

OAﾊﾟｽ　100m3/h

VHS  150ｘ150

BOX 250ｘ250ｘ300H

BOX 250ｘ250ｘ300H

個

１

(GW25内貼)

VHS  150ｘ150

BOX 250ｘ250ｘ300H

個

１(FE-4)EA    600m3/h

GVS  350ｘ350

BOX 450ｘ450ｘ400H

残灰室

個

１

(GW25内貼)

残灰室

OAﾊﾟｽ　600m3/h

VHS  350ｘ350

BOX 450ｘ450ｘ400H

通路

OAﾊﾟｽ　140m3/h

換気制気口

個

１

(GW消音)

個

１

(GW25内貼)

事務室・監視室

事務室・監視室

SA   　120m3/h

RA   　120m3/h

VHS  150ｘ150

BOX 250ｘ250ｘ300H

(HEU-5)

(HEU-5)

GVS  150ｘ150

BOX 250ｘ250ｘ300H

個

１

エントランスホール

(GW25内貼)

(HEU-1)

CL-10  1500

BOX 1600ｘ300ｘ300H

RA   　750m3/h

【ﾀﾞｸﾄの防火区画貫通処理について】

（隙間は、不燃材料充填（モルタル又はロックウール））

１、防火区画貫通処理部は建築基準法施工令１１２－２１相当とする。

凡例

消音エルボ

消音フレキ

RA　　壁ｽﾘｯﾄ建築工事

壁内ﾁｬﾝﾊﾞｰ

炉前ﾎｰﾙ１、２ (GHP-1B)

２

RA　　壁ｽﾘｯﾄ建築工事

壁内ﾁｬﾝﾊﾞｰ

炉前ﾎｰﾙ１、２

２

(HEU-2)

OA200φ

O
A
1
0
0
φ

FD 2200x700

FD 2000x550

ﾊﾟｽ 2000x550
11,400m3/h

RA600x300立下

FL+2000まで

※は壁面ｽﾘｯﾄ部を示す（2か所）

（建築工事）

※は壁面ｽﾘｯﾄ部を示す（2か所）

（建築工事）

FL+2000まで

RA550x400立下

※

※

※

※

2
0
0
φ

150φ

3
0
0
x
3
0
0

4
0
0
x
4
0
0

4
0
0
x
4
0
0

250φ

250φ

S
A
4
0
0
x
4
0
0

S
A
3
5
0
x
3
5
0

250φ

250φ

250φ

250φ

SA450x450

RA450x450

R
A
4
5
0
x
4
5
0

SA450x450

2
0
0
φ

1
0
0
φ

300φ

300φ

300φ

300φ

300φ

3
0
0
x
3
0
0

300φ

SA350x350

SA350x350

SA350x350

R
A
2
5
0
φ

OA200φ

RA200φ

O
A
2
0
0
φ

O
A
2
0
0
φ

SA200φ

EA100φ

O
A
2
0
0
φ

EA200φ

EA200φ

SA200φ

RA200φ

EA200φ

RA200φ

RA200φ

SA200φ

SA200φ

O
A
2
0
0
φ

O
A
2
00

φ

EA200φ

SA250φ

SA250φ

SA250φ
SA250φ

RA250φ

OA125φ

EA125φ

SA125φ

R
A
1
2
5
φ

1
5
0
φ

200φ

150φ

RA250φ

200φ

200φ

1
5
0
φ

1
5
0
φ

150φ

300x300

300x300

300x300

3
0
0
x
3
0
0

200φ

200φ

200φ

5
5
0
x
3
5
0

200φ
200φ

100φ

200φ

200φ

200φ

4
0
0
x
3
5
0

1
5
0
φ

150φ

RA500x500

100φ

100φ

150φ

150φ
100φ

150φ

1
0
0
φ

150φ

150φ

300φ

200φ

200φ

SA500x500

300φ

R
A
2
5
0
φ

OA100φ
125φ

VC100φx1
VC200φx1

VC150φx2 VC200φx2
VC150φx5

VC100φx3

RA500x500

RA250φ

2
0
0
φ

2
0
0
φ

200φ

450×450x2 250φ×4450×450x2250φ×2500×500x2

4
0
0
x
4
0
0

R
A
4
0
0
x
2
0
0

2
0
0
φ

S
A
3
0
0
x
2
0
0

R
A
3
0
0
x
2
0
0

VD

VD

VD

VD

VD

VD

VD
VD

VD

VD

VD VD

VD

VD

火葬炉
NO. 1

火葬炉
NO. 2

火葬炉
NO. 3

火葬炉
NO. 4（ 将 来 用 ）

年 月 日 縮　　尺 図面番号

図　　名工 事 名

A1
A3

新潟市建築部公共建築課
代表設計者　　一級建築士登録第329055号　小屋 公治

管理建築士　　一級建築士登録第145251号　櫻井 祥夫

　設　計株 式 会 社

一級建築士事務所

基
A1　1：100
A3　1：200

換気設備　１階平面図
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1,
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15,500

AY8

BX1 BX2 BX3

AY6

AY5

AY3

AY1

AX1 AX2 AX3 AX4 AX5 AX6 AX7 AX8

AY10

AY9

AY7

AY6

AY4

AY2

AY1

BY3

BY2

BY1

EAG-2 OAG-1

0.64m21.9m2

ｶﾞﾗﾘ開口率は0.33

吹　抜炉機械室

HEU
2

1A
GHP

1B
GHP

M2
FE

1B
GHP

2
HEU

1
HEU

 S
A 

 S
A 

 S
A 

 S
A 

 S
A 

 S
A 

 R
A 

 R
A 

 R
A 

 R
A 

 R
A 

 R
A 

個

３

換気制気口

炉機械室

(FE-M2)EA   2000m3/h

GVS  650ｘ650

BOX 750ｘ750ｘ450H

チャンバーBOX

１

１

(GHP-1A)

SA  700x1000x700 (GW25)

RA  1500x700x700 (GW25)

SA  700x1000x700 (GW25)

(GHP-1B)

２

２RA  1200x700x700 (GW25)

個

１

ガラリBOX （ガラリは建築工事）

個

１

 1200x800x500 (GW25外貼)

凡例

消音エルボ

消音フレキ

EA   9050m3/h

 2200x1200x500 (GW25外貼)

(OAG-1)

OA   2250m3/h

(EAG-2)

【ﾀﾞｸﾄの防火区画貫通処理について】

（隙間は、不燃材料充填（モルタル又はロックウール））

１、防火区画貫通処理部は建築基準法施工令１１２－２１相当とする。

風量測定口x2

450x450

E
A
2
5
0
φ

E
A
2
5
0
φ

OA250φ

E
A
2
5
0
φ

E
A
2
5
0
φ

風量測定口x2

風量測定口x2

SA250φ
RA250φ

350x350

550x550

550x550

E
A
2
5
0
φ

OA250φ
OA250φ

350x350

350x350

OA250φ

RA250φ
SA250φ

OA250φ

SA250φ

RA250φ

500×500x2 250φ×2 450×450x2 450×450x2 250φ×4
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VD

VD

VD

FDx4 FDx2 FDx6

年 月 日 縮　　尺 図面番号

図　　名工 事 名

A1
A3

新潟市建築部公共建築課
代表設計者　　一級建築士登録第329055号　小屋 公治

管理建築士　　一級建築士登録第145251号　櫻井 祥夫

　設　計株 式 会 社

一級建築士事務所

基
A1　1：100
A3　1：200

換気設備　２階平面図
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室内機室内機室内機

室外機 室外機

室外機

室内機

室内機

室外機

F A N

マルチパッケージ台数表

自動制御機器表

シ－ルド付ケ－ブル

ケーブル

ＡＣ１００Ｖｏｒ２００Ｖ

凡例

室外機 部　屋　名 記　号
台　数

室内機 リモコン

ＧＨＰ－１ １Ｆ エントランスホール ＧＨＰ－１Ａ 1 0

炉前ホール１ ＧＨＰ－１Ｂ 1 0

炉前ホール２ ＧＨＰ－１Ｂ 1 0

小計 3 0

ＧＨＰ－２ １Ｆ 待合ロビー ＧＨＰ－２Ａ 1 1

待合室１ ＧＨＰ－２Ａ 1 1

待合室２ ＧＨＰ－２Ａ 1 1

待合室３ ＧＨＰ－２Ａ 1 1

廊下 ＧＨＰ－２Ｂ 1 1

多目的（和室） ＧＨＰ－２Ｃ 1 1

授乳室 ＧＨＰ－２Ｄ 1 1

小計 7 7

総合計 10 7

記　号 名　　　称 型　　　番 備　　　　　考

ＨＳ 全熱交換器スイッチ  - 本体付属品

ＲＳ リモコンスイッチ  - 本体付属品

Ｔ 温度調節器 TY6301Z

（装置付属品）
集中コントローラ

本工事（冷媒管共巻）

　電源供給工事は電気工事とする。
＜注記＞

（装置付属品）
ＲＳ

（装置付属品）
ＲＳ

室内機へ

（装置付属品）
ＲＳ

（冷媒管共巻）
　本工事

ＨＳ
(装置付属品)

他の系統へ

（装置付属品）
集中コントローラ

１Ｆ事務室設置

給電ユニット
(装置付属品)

ＨＳ
(装置付属品)

制御項目

１．室内温度制御

　　室内温度により、ファン発停制御を行う。

Ｔ

火報受信機
（１Ｆ事務室）

浄化槽制御盤

（装置付属品）
ワイヤレスリモコン

本工事（冷媒管共巻工事）

一括警報

Ex . A

電源工事

(別途電気設備工事)

電源工事

(別途電気設備工事)

(別途電気設備工事)

Ｓ

Ｓ

ＳＳ

Ｓ

年 月 日 図面番号

図　　名工 事 名

新潟市建築部公共建築課
代表設計者　　一級建築士登録第329055号　小屋 公治

管理建築士　　一級建築士登録第145251号　櫻井 祥夫

　設　計株式会社

一級建築士事務所

基

１．マルチＰＡＣスイッチ渡り配線工事　　２ＳＥＴＳ

５．ファン発停制御 １ＳＥＴ

２．ＰＡＣスイッチ渡り配線工事　　５ＳＥＴＳ

６．警報移報

３．ルームエアコン渡り配線工事　　２ＳＥＴＳ

縮　　尺

計装設備　計装図

４．全熱交換器スイッチ配線工事（集中）　　９ＳＥＴＳ

2025.03
A1　No scale
A3　No scale

　巻斎場建設機械設備工事
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ＦＥ－２　１Ｆ電気室

ＡＣＰ－１　　　１Ｆ事務室

ＡＣＰ－２　　　１Ｆ収納室

ＡＣＰ－３ｘ３　１Ｆ炉室

ＨＥＵ－１　１Ｆエントランスホール

ＨＥＵ－２　１Ｆ炉前ホール１

ＨＥＵ－２　１Ｆ炉前ホール２

ＨＥＵ－３　１Ｆ待合ロビー

ＨＥＵ－４　１Ｆ待合室１

ＨＥＵ－４　１Ｆ待合室２

ＨＥＵ－４　１Ｆ待合室３

ＨＥＵ－５　１Ｆ事務室

ＡＣＲ－１　　　１Ｆ更衣室１

ＡＣＲ－２　　　１Ｆ更衣室２

ＨＥＵ－６　１Ｆ多目的室（和室）
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ステップ１ ステップ２

ステップ３ ステップ４

令和７年１２月１日～令和７年1２月２６日(1.0ヶ月)＜建物本体・車寄せ：杭＞

＜建物本体：外装工事＞

＜仮囲い・仮設通路・既存外構・植栽撤去＞

マイクロバス

霊柩車

マイクロバス

霊柩車

マイクロバス

霊柩車 正面まで寄付き可能→敷地外までバック走行

正面手前まで寄付き可能→敷地外までバック走行

マイクロバス

霊柩車 正面まで寄付き可能→敷地外までバック走行

正面手前まで寄付き可能→敷地外までバック走行

令和８年８月１日～令和９年１月１５日(5.5ヶ月)

ロータリー利用可

ロータリー利用可

ロータリー利用可

ロータリー利用可

令和７年１２月２７日～令和８年７月３１日(7.0ヶ月) ＜建物本体：内,外装工事・車寄せ：(基礎,地中梁,上屋)・外構＞

令和７年１０月１日～令和７年１１月３０日(2.0ヶ月)

工 事 名

　設　計株 式 会 社

一級建築士事務所

基
年 月 日 縮　　尺 図面番号

図　　名

新潟市建築部公共建築課
A1
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仮設計画図２(ステップ図)(参考図面)巻斎場建築機械設備工事
M-24

地 足 場

杭 基 礎 ・ 地 中 梁

火 葬 炉  施 工 図 ・ 承 認 図 作 成 ～ 材 料 手 配 ～ 工 場 製 作

支 保 工 外 部 足 場 解 体

仮 設 盛 替 え

1階 上 屋 2階 上 屋

屋 根 ・ 防 水

建 物 本 体

杭

外 部 足 場

外 装 仕 上土 間 ・ 地 中 梁

鉄 骨 上 屋 防 水

新 斎 場 共 用 開 始火 葬 炉  搬 入 据 付 ～ 配 管 ～ 電 気 計 装

各 種 検 査 等

試 運 転 各 種 検 査 等

各 種 検 査 等

各 種 検 査 等

運 転 指 導 ・ 開 設 準 備

仮 囲 い ・ 仮 設 通 路

土 間 ピ ッ ト

準 備 工

成型鋼板②　H=2.0ｍ

成型鋼板②　H=2.0ｍ

成型鋼板②　H=2.0ｍ

成型鋼板②　H=2.0ｍ

クロスゲート　W=6.0ｍ

敷鉄板

t22　6,096×1,524

敷鉄板

t22　6,096×1,524

交通誘導員工事関係者出入口

施設利用者動線

施設利用者出入口

施設職員等サービス出入口

施設職員等サービス動線

成型鋼板①　H=2.0ｍ

成型鋼板①　H=2.0ｍ

成型鋼板①　H=2.0ｍ

成型鋼板①　H=2.0ｍ

成型鋼板①　H=2.0ｍ

クロスゲート　W=6.0ｍ

騒音振動計

1ヶ月

7ヶ月

5.5ヶ月

1ヶ月

１ か所

149 ㎡

7ヶ月111 ㎡

３回盛替え(ステップ１～４)

数量 期間

凡　　例　（仮設計画）

名称・規格・寸法

仮設材・足場設置、

コンクリート等資材搬入時

備 考

113 ｍ

1ヶ月

7ヶ月

5.5ヶ月

1ヶ月

ステップ３

ステップ３

ステップ１

ステップ２

ステップ４

ステップ５

15.5ヶ月

16.5ヶ月

2ヶ月

ステップ４

40.7ｍは②の盛替え

ステップ３

30.0ｍは②の盛替え

ステップ２

30.0ｍは①の盛替え
38.0 ｍ

30.0 ｍ

52.9 ｍ

20 ｍ
ステップ５

20.0ｍは②の盛替え

１ か所 西側16.5ヶ月

１ か所 16.5ヶ月 西側

53.4 ｍ

83.2 ｍ

83.2 ｍ

72.5 ｍ

325 人

ステップ５ ＜外構正面・植栽＞

マイクロバス

霊柩車 正面まで寄付き可能→スイッチバックし、敷地外へ

正面手前まで寄付き可能→スイッチバックし、敷地外へ

令和９年１月１６日～令和９年２月１５日(1.0ヶ月)

工 事 名

　設　計株 式 会 社

一級建築士事務所

基
年 月 日 縮　　尺 図面番号

図　　名

新潟市建築部公共建築課
A1
A3



引込柱

残灰室入口

職員入口

車寄せ

浄化槽

職員用駐車場
3台

建物入口

敷地入口

ガバナ室

計画建物

霊安室
入口

緑地

緑地

緑地

ツ

ツ

ツ

ツ

ツ

ツ

緑地

ツ
ツ

ツ
ツ
ツ
ツ

ツ

モ
モ

既
存
フェ

ンス
H=1500

擁壁
天端

6.88【
既存

のま
ま】

既存フェンスH=1500　擁壁天端6.88【既存のまま】

Ｒ
Ｃ
塀
Ａ
【
新
設
】

Ｒ
Ｃ
塀
Ａ
【
新
設
】

擁
壁
　
天

端
6.
88
【

新
設
】

既
存
フ
ェ
ン

ス
H=
15

00
　
【
取

外
し
再
取

付
け
】

ＲＣ塀B【新設】

Ｒ
Ｃ
塀
Ａ
【
新
設
】

Ｕ
字

溝
4
50

【
新

設
】

縁石Ａ

砂利敷Ａ

砂利敷Ｂ【新設】

縁石Ｃ【新設】

集水桝：【既存のまま】

集水桝：【既存のまま】

既存フェンス撤去後
隣地（13.1㎡）発生土敷き均し

既設集水桝：側壁開孔

地先【新設】

地先【新設】

地先【新設】

縁石Ｃ【新設】

縁石Ｃ【新設】

縁石Ｂ-1【新設】

縁石Ｂ-2【新設】

縁石Ｂ【新設】

石碑【残置】

地先【新設】

地先【新設】

五郎太石 3寸

縁石Ａ

砂利敷Ａ

砂
利

敷
Ｂ

既
存
フ
ェ
ン
ス
H=
15
00

擁
壁
天
端
6.
88

既
存
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ン
ス
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00
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既存フェンスH=1500　擁壁天端6.88
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11,000 4,250

AY1

AX1 AX8

AY10

AY2

BY3

BY1

AY10

AY1

BY3

BY1

BX1 BX3

既存斎場
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0.3％
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室
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号
線

隣地境界線 8.4㎡

6.90

7.40(FL±0)

7.40

7.40(FL±0)

7.35

6.85

6.85

7.34

6.89

7.04

6.90

6.90 6.74

6.806.84

6.90

6.68

6.66

6.78

6.58

6.95

6.56

6.98

6.95

7.10

7.25

6.90

6.90

6.40

7.00

〇〇

7.25

7.20(FL-0.2)

6.90

7.22

7.25

7.35

10
.5
ｍ

16
.6
ｍ

15.
2ｍ

9.0ｍ

6.70

6.60

6.58

7.32

6.63

6.35

6.836.33

6.37

6.83

6.80

6.85

6.82

6.40

6.33

6.83

6.85 6.69 6.68 6.86

6.58 6.57 6.48

6.81 6.71 6.57

6.926.99

7.00

6.89

6.75

6.80

6.43

6.42

6.31 6.65

6.61

7.04

7.20

6.89

6.74

6.82

6.56 6.59 6.55 6.57 6.49 6.41 6.42 6.31 6.30

6.39

6.38

6.77

6.62

6.54

〇〇

防
風

ス
ク

リ
ー

ン
防

風
ス

ク
リ

ー
ン

防
風
ス
ク
リ
ー
ン

ｍ

か所

か所

ｍ

※ハザードマップによる想定浸水レベル　DL+7.28

駐車場白線引き

1FL = DL +7.40
設計GL = 1FL-500 = DL +6.90

計画舗装面レベルを示す

既存舗装面レベルを示す

その他

集水桝

暗渠管

側溝勾配

舗装勾配

雨水暗渠ルート（端部接続レベルを示す）
※機械設備工事

車止めブロック　W=600

VP　200φ

ｍ地先境界ブロック　120×120×600（一般品）

ｍＣ 歩車道境界ブロック（一般品）　150/170×200×600

地先

ｍ

ｍ

Ａ

一部取壊し、新設の上既存フェンス再取付け既存フェンス基礎

縁石

ｍ

ｍ

Ａ

Ｂ

ＲＣ塀

御影石　100×150×300

Ｂ-1

Ｂ-2

擬石ブロック（1段）　190×150×390

擬石ブロック（2段）　190×150×390

ｍ

ｍ

側溝

横断用Ｕ字溝 300B（細目グレーチング蓋T-14　1.0ｍ×7か所）　

Ｕ字溝 300B（細目グレーチング蓋T-6　1.0ｍ×28か所）

Ｕ字溝 300B（コンクリート蓋 １種仕様　0.5ｍ×276枚） ｍ

ｍ

ｍ

Ｕ字溝 450（コンクリート蓋 無し）

㎡

㎡

仕様・規格

Ａ

Ｂ

設計数量

舗装

＜外構凡例＞

砂利敷

五郎太石 3寸 厚200　不織布防草シート共

㎡

㎡

単粒砕石敷　不織布防草シート共

化粧砂利（那智黒石）　不織布防草シート共

400×400×Ｈ800（細目グレーチング蓋T-2）

名　称
規格寸法

Ｃ
数量 単位 備考記号

Ｈ Ｗ

0.5

＜植栽凡例＞

ツ 0.4 本13

㎡4株／㎡ 110 不織布防草シート

モ 4.0 0.3

3.0 0.23

本1 移植

本1 移植

モミジ

モミジ

サツキツツジ

モ

備考

センチビードグラス

特記なき樹木の移植先は場内とし詳細は監督員との協議による

入口新設塀 Ｈ＝1800 せっ器質二丁掛タイル張り

北側新設塀 Ｈ＝1800 せっ器質二丁掛タイル張り

アスファルト舗装　　⑨密粒度アスコン(13F)

6　

12.8

9.0

10　

27.7

28.7

38.9

42.3

9.0

12.4

28.8

156  

7.0

26.0

10.8

1,270  

8.4

47.0

18.9

代表設計者　　一級建築士登録第329055号　小屋 公治

管理建築士　　一級建築士登録第145251号　櫻井 祥夫

A3  1:400
A1  1:200

2025.03

外構計画図(外構一期工事)(参考図面)

M-25

巻斎場建築機械設備工事

工事範囲外 工事範囲

工事範囲外 工事範囲

イチョウ【残置】

シナノキ 2本【残置】

モミジ 2本 【移植】
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工 事 名

　設　計株 式 会 社

一級建築士事務所

基
年 月 日 縮　　尺 図面番号

図　　名

新潟市建築部公共建築課
A1
A3


